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序

埼玉県北部に位置する深谷市は、平成18年 1月に深谷市 ・岡部

町・川本町・花固町との合併により 新たなスター トを迎えること

となりました。合併後の深谷市は、北部に利根）II、南部に荒川が

流れ、 変化に富んだ地形や豊富な農産物があり、 自然の恵み豊か

な土地柄を有しています。

ここには、先人たちの残 した足跡が、 埋蔵文化財 として今なお

多く眠っております。なかでも、縄文時代晩期から弥生時代初期

の土器を出土した四十坂遺跡 ・上敷免造跡や、古代榛沢郡 ・幡羅

郡の役所と推定される中宿 • 幡羅喧跡などは、 埼玉県の原始 ・古

代を考える上で欠かナことのできない造跡と言えるでしょう。

深谷市では、合併以前か ら、こうした貴重な磁跡群を保護する

ために鋭意努力してまいり ましたが、やむなく 破壊を免れない場

合は、 記録保存のための発掘調査を実施してまい りました。

本報告書は、 平成元年度に民間会社の受託事業 として、実施し

た調森の成果をまとめたものです。発掘調査では、平安時代の竪

穴住居跡をはじめ、 市指定史跡 「お手長山古墳」の周溝確認など

地域史解明の上では、大きな成果を得られた ものと確信 していま

す。 本書が学術 ・教育関係はも とより、文化財に対する保護 ・保

存の啓蒙 • 普及を因 る資料として広 く 活用いただければ幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から報告書作成まで、多大なる

ご理解とご協力を賜りました関係各位 ・諸機関に心よ り御礼中し

上げます。

平成19年 2月

深谷市教育委員会

教育長猪野幸男



例言

I. 本初は、以下の発掘調査 ・確認調査の報告出であ るC

発掘調査熊野迫跡 （立堀地区） 調査期間 平成 2年ll月 1日～平成 2年l2月2711実施

II お手長山古墳 II 昭和63年 5月］ 日～昭和63年 5月l5日実施

確認調査 お手長山古墳 /I 平成 2年11月 1日～平成 2年12月27日実施

2. 熊野迫跡 （立堀地区） の調査は 、 当初、立堀迎跡とし て実施したが 、 熊野迫跡と同 •迎跡（埼ュ
県迫跡登録番号No.63-17) であるため本苫では熊野迎跡（立堀地区） の調査と して取り扱う。また 、

淵発予定地内に隣接して深谷市指定史跡（発掘調査当時 ：岡部町） 「お手長山古坑」が所在してお

り、 周溝の一部が予定地内にはいる ことが予測されたため、 併せて確認調査も実施した。

お手長山古墳の発掘調査については、昭和63年度培丘に憐接する個人住宅建設に伴い、岡部町教

育委員会が実施したものである。

3. 熊野迫跡立堀地区の発掘調査は、 岡部町辿跡調査会が、新神戸屯機株式会社埼玉工均の委託を受

け実施した。その後、 平成17年12月をもって岡部町迎跡調査会が解散したことにより 、整理 ・報告

密作成作業は、深谷市教育委員会が引き継いだ。

お手長山古瑣の確認調査 • 発掘調査は、岡部町教育委員会が実施した。平成18年 l月に深谷市 ・

岡部町・花園町・川本町—―市三町の合併に伴い、 縣理 ・ 報告忠作成作業は深谷市教育委員会が引去
継Vヽだ。

4 出土品の整理及び図版作成は、烏羽政之 • 宮本直樹 • 竹野谷俊夫が行った。

5. 本害の編集 ・執筆は、 鳥羽政之が担当した

6. 本甚に掲載した資料は、深谷市教育委員会が保管 している。

7. 本報告密作成にあた り 以下の機関 • 個人 よ り御教示 • 御協力をいただいた。

埼玉県教育委員会生涯学習文化財課閲埼玉県埋蔵文化財調査事業団 金子彰男 駒宮史朗

坂本和俊 菅谷浩之山崎武

凡例

l 発掘調査位悩図は(I日）岡部町都市計画図 1 / 2, 500及ぴ 1/10,000を、 縮小 し使用した。

2. 迎物観察表の数植に ( ) O)iJ:, ろものは推定値、 《 》のあるものは残存値を示す。
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I 調査に至るまでの経緯

平成IS年 ）月 1日、 深谷市、岡部町、川本町、

花園町の一市三町が合併し、人 口約14万6千人、

総面栢137. 58k nfの新 「深谷市」が涎生した。

このうち旧岡部町域は、埋蔵文化財の宝庫とし

て古くから知 られてきた。縄文時代菜創期の土器

を出土した西谷迫跡を屯頭に、前期末～中期にか

けての弥生土器を出土した四十坂追跡、県内屈指

の副葬品を有する四十塚古咲、榛沢評 ・郡家と推

定される熊野 ・中宿追跡など、各時代を通して著

名な追跡が多く、関係する発掘調査も数多く実施

されている。追跡数は、旧岡部町域で、145箇所が

確認されている。

熊野辿跡 （立掘地区）の発掘調査は、平成 2年

度に工場建設にともなう 緊急調近と して岡部町辿

跡調査会が実施したものである。岡部町辿跡調査

会は、 平成17年12月をもって解散 し、 その東業は

深谷市教育委員会へ引 き継がれることとなった。

以下に報告曹刊行までの経緯を記す。

熊野辿跡（立堀地区）の発掘調査

熊野迫跡（県迫跡登録番号63-17)は、 JR高崎

線岡部駅の北方約0.9k mに位四する。 辿跡は、昭

和53年度の岡部西小学校建設に伴 う発掘調査を咄

矢として数多く 実施されている。特に平成4年度

以降実施された岡中央土地区画救理事業を中心と

する発掘調査は、現在まで162次を数える。

今回報告する調査地は、平成 2年度当時は、立

堀追跡と して澗挫～発掘調査が実施されている

が、追跡としての範囲は、 熊野辿跡内であり 、今

回混乱を避けるため熊野迫跡 （立堀地区） として

取り扱 うこと とする。

また、木報告の発掘調査は、新神戸鴎機株式会

社埼玉工場 （以下事業者と記す）による工場建設

に伴う緊急発掘として実施されたものである。

事業者は、平成 2年 9月10日付で、岡部町教百

委員会に、関発予定地における埋蔵文化財の所在

及びその取り扱いについて照会 した。これに基づ

き教育委員会では埋蔵文化財の詳細を確認するた

めに試掘調査を実施 した。試掘調査では、工場マ

定地より 竪穴住居跡、土戦、溝等が検出された。

この結果を受け、岡部町教育委員会では、確認

された地点について凋発計画予定地から除外する

ことが望ま しいが、 現状変更する場合は、事節に

埋蔵文化財発掘届を提出し、記録保存のための発

掘調査を実施する必要がある趣旨の回答をした。

その後、事業者及び教育委員会の協諦の結果、

発掘調査は、岡部町追跡調査会に委託することと

なった。事業者よりの発掘届は、平成 2年11月 1

日付けで提出され、また岡部町辿跡調査会で U ヽ

后］日に発掘調査の届出を行ったぐ

発掘調査は、平成 2年ll月 1日から平成2年12

月27日にかけて実施された。謁査では、竪穴住居

跡 3軒、竪穴迎構 5基、土救36基、溝 7条、ピッ

ト等が検出された。竪穴迫構と したものは、カマ

ドの存在が明確でなく、 辿物も極く少飲であり、

時期の比定が難しい。中世の所産であろ うか。こ

の うち、2号、3号、5号竪穴辿構では、主要ピッ

トが、壁際に 1対掘られる特徴的な迎構であり 、

周辺辿跡でも検出されていること から、本地域に

特徴的な辿構と して注目する必要がある

竪穴住居跡は、3軒が検出されている。 いずれ

も東壁にカマ ドを設四するものであり 、平安時代

のものである。 1号住居跡では｀カマドに埴輪片

が樅築材として用いられており 、円筒埴綸、 形象

埴輪が検出されている。

2号住居跡、3号住居跡は、迫物も型征に出土

した。時期は、9世紀後半代であろう。

お手長山古坑の発掘濶森 ・確認調在

お手長山古瑣 （県追跡登録番号63-18)は、 熊野

迫跡の範囲内にあり、昭和54年度に町史跡に指定

されている。本古拍の発掘調査は、昭和63年度に

実施されている。発掘調査は、個人住宅建設に伴

うもので、 岡部町教脊委員会が実施 した。 史跡指

定と なっている泊丘南側の周溝部分の調査であ

る。調究面栢は487rn2である。調査では、後円部

の周溝約16%が検出されている。周溝からは、土

師器 ・須恵器片が多岱に出土 している。 以ヒの調

査をお手長山古泊 l次調査と呼称する。本古団の

確認調査は、熊野追跡 （立堀地区）の調査と併行

して行った。濶査期間は平成 2年11月 1日から平

成 2年12月27日にかけてである，9

調査では、第 l,..__, 第 3トレンチを設定し、拍丘

及び周溝の状況を確認した。この確認調査をお手

長山古肌第 2次調査と呼称する。第 l次及び第 2

次の調査により 、墳形がほぼ確定した。
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整理 ・報告

整理 ・ 報告は 、 熊野辿跡（立堀地区）• お手長山

古瑣 l----2次調査を併せて行った。

調査により 検出された辿構 ・辿物の整理 ・報告

苫作成作業ぱ、発掘調査実施後、諸般の事情に

り中断していたが、 平成18年 4月1日から再開 し

た。 辿物の水洗 • 復元 • 実測作業等は、 旧岡部町

- 2-

時代に終了していたこと から、平成18年4月以降、

図面の整理作業、原稿執喰作業を中心に行った。

図面の整理を平成18年4月--.,3月、 トレース作

業を 9 ----- 10月 、 原稿執惰 • 固版作成等を10月--.,12

月、印刷 ・製本作業は、平成19年 1月-----2月にか

けて行った。報告芥刊行日は、平成19年 2月28日

である。



第 2図
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II 遺跡の地理・歴史的環境

(l) 地理的環境

熊野辿跡 （立堀地区） • お手長山古瑣は 、 調査時

点では岡部町大字岡に位骰していたが、平成18年

1月 lFlに深谷市、岡部町、川本町、花園町の→―-

市三町が合併し、 新「深谷市」がスター トした。こ

こでは、合併後深谷市の地理的屎様を慨観する。

荒川以北の深谷市域は、地形的には櫛挽台地、木

庄台地、 妻沼低地に大きく 区分される。

櫛挽台地は、荒川左岸に広がる台地であり 、荒

川により形成された扇状地形を有する。西部は、

藤治）ii . 針ヶ谷堀周辺で本庄台地、 山崎山丘陵と

区分され、北端部は、福川右岸付近で妻沼低地と

接する。妻沼低地と櫛挽台地の梃界付近を東流す

る福川は、櫛挽台地扇端部の戯富な湧水を集めな

がら、深谷市北部域の農業用水として現在も諏要

な位岡を占めている。

櫛挽台地の標底は、扇頂部にあたる寄居付近で

) OOm程、扇端部は35------50m程である。また、当台

地は、荒川の流路変更により形成された段丘が発

達し、 その形成過程により、櫛挽面、寄居面に大

別される。

櫛挽面は武蔵野面に対比され、岡部町、深谷巾

東半をのせる。 台地上には、藤治川、針ヶ谷堀川、

酉川、上店沢）ii、押切J11、 ド唐沢川等の中小河）ii 

が北流する。これらの河川は、扇央部から扇端部

付近の涌水に端を発し、台地を北流する。 一見平

坦に見える台地上も、現存する 中小河川や、その

他の埋没谷による緩やかな起伏があり 、その梨観

は、櫛で挽いた如くである。

寄居面は、櫛挽面以降に形成された段丘面であ

る。櫛挽面とは、寄居高校付近から深谷市下郷、

境、折之口、上宿へと連なる崖線で区分される。

この寄居面では、ローム屈が比較的岸＜堆積す

る段丘面と 、その下位にありローム阿の堆和が苅

いか認められない段丘面に区分される。前者は御

威稜ヶ原面と して別称される。度界の崖線付近で

は溺水が随所に認め られる。さらに、 寄居面形成

以降、川本明戸付近を扇頂とする荒）II新扇状地が

形成される。御威稜ヶ原面との脱界付近及び扇端

部付近は、 熊谷市域の項要迫跡が集中する。

本庄台地に相当する地域は、深谷市西端の藤治

川・針ヶ谷掘以西の地域 （旧岡部町榛沢地区）で

ある。台地上には、見馴川 （小山川）・志戸）II、女

堀等の中小河川があり 、この河川の流域は、沖柏

地が形成されている。

甚沼低地は、利根）II及びその支流により形成さ

れた広大な低地幣である。南方で本庄台地及び櫛

挽台地と接する。旧岡部町北部、旧深谷市北部が

該当し、低地内では中朴I的な微高地があり 、辿跡

の立地にも大き く関連している。

この他、櫛挽台地と本）主台地の境界付近に山崎

山（棟高約117m)・諏訪山丘陵（椋高約109m)、

櫛挽面に仙元山丘陵 （椋高約98m) と呼称される

残丘上の小丘陵が存在する。

一方、荒川以南は、旧川本町域南部が該当する。

当地域の南半は、江南台地上にのる。江南台地も

荒川の流路変更により形成された段丘面であり 、

扇状地形を有する。

扇頂部付近の寄居町木持付近では椋点140m、扇

端部の熊谷市原新田付近では標高45mを測る。こ

の段丘面は、江南面と呼称され、櫛挽面以前に形

成されたものである。江南面の下段には寄居面が

存在する。この段丘面は、櫛挽台地側のそれと対

応する。江南台地上から下段の段丘面（寄居面）

こかけて、荒川の支流である占野川が東流及び北

流し、その流域には狭小であるが沖積低地が形成

されている。

（引用 ・参考文献）

箭瀬良明 1975「自然堤防」古今；片院

川本町 1991「川本町史ー通史編」

埼玉県 1978「埼玉県市町村誌第14巻ー岡部町」

埼玉県 l986「埼玉県史別編 3ー自然」

深谷市 1969「深谷市史」

II 1980「深谷市史ー追補編」

寄居町 1986「寄居町史ー通史編」

(2)歴史的瑛境

深谷市域における弥生 ・古屈時代以降の追跡分

布及び河川 ・ 丘陵 • 台地等の地理的条イと卜を勘案す

ると複数のグルーピングが可能である（註 l)。

こ のう ち、 熊野追跡（立堀地区） • お手長山古墳

は 1 地域にあたる（第 5 ~7 図） 。 当地域は、櫛挽

台地北緑から妻沼低地（小山川右岸）にかけての

範囲であ り、 中央部を福川が北流する。以下では

］地域に所在する古収時代以降の辿跡群の動向に

ついて触れる。
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古墳時代における梱挽台地北緑部は、 重要な古

墳 • 古瑣群が数多く調査されている。四十坂辿跡

は弥生時代前期末～中期にかけての迎構 ・追物群

が検出された迎跡として芳名であるが、平成 2年

度に実施された発掘調査では、五領～和泉期にか

けての瑣臨群が検出された （註2)。当迎跡は四十

塚占墳群の範囲にあり 、当古瑣群における調査例

としては蚊古段階に位置づけられ、現状では古墳

群開始の起点となるものである。その後、5世紀

頃には、横矧板鋲留短甲 • 五鈴付鏡板等の出土

で知られる四十塚古瑣が成立する（註 3)。

当古屈は、 現在のとこ ろ榛沢郡域最有力の古瑣

と推定され、 郡域において福川上流域の倍位性が

顕著となる時期である。四十塚古瑣群中には、そ

の後 6世紀後半段階で寅稲荷塚古瑣が築造され

（註4)、郡域最有力の古瑣群と しての位四が継続

していること が明確と なっている。

また、洟稲荷塚古瑣に後続する有力坑として、

お手長山古墳が築造される。お手長山古瑣は昭和

63年度、平成2年度に周滞の調査が実施されてお

り（本報告分）瑣形がほぼ確定している。全長49.5 

mの帆立貝式古炭であり、 現状では埴輪が伴わな

いと 考えている。寅稲荷塚古肌とは近接するもの

の四十塚古柏群の範囲からは逸脱しており 、この

点は、在地での新たな関係が成立 したことに起因

するものであろう。

その後、約400m東方に内出八幡塚古取（円瑣33

m) が築造される。当古度は周溝の調査等が継続

的に実施されており、 炭形及び規模が確定してい

る。また、古培削平 （昭和 8年）の際の詳細な記

録 （註 5)から石室、出土追物の状況等が明確と

なっている。当古咬の時期については 7世紀前半

代と考えられる。

愛宕山古墳は、内出八幡塚古坦の東北約 1.2km 

に位置する。発掘調査等は実施されていないが、

現在の炭形から終末期方坑と考えられる（註 6)。

規模は一辺37mである。ま た、 普済寺～岡部地

区に所在する上原古坑群では、 終末期古坑2基の

調査例がある （註7)。

四十塚古瑣→寅稲荷塚古瑣→お手長山古埴→内

出八幡塚古墳→愛宕山古瑣と有力古坑が継続的に

築造される状況から櫛挽台地北緑郎は、古塙時代

在地首長恕の伝統的勢力基盤でわったことが明確

な地域である。

この他、 1地域内の古瑣群として」:.敷免古栢群、

戸森古坑群、普済寺古墳群等がある。上敷免古坑

群では、 明治42~4 3年に円筒 ・人物埴輪 • 土師器 ・

須恵器等が出土している （註8)。この他、昭和60

年......52年にかけて、国道17号線深谷バイパス建設

予定地の発掘調査が実施され、占墳時代前期の方

形周溝総及び古切跡が検出されている。古招跡は

径44m(推定）の人型円墳である（註9)◇ 戸森古

培群中に所在する戸森松原辿跡では、和泉期後半

～鬼商期にかけての瑣盗群13基が検出された。炭

丘は残存せず、周溝のみの調杏であったが方形→

円形へと墳形が推移する状況が確認されて いる

虞 I0)。普済寺古埃群は、台地末端に所在する。大

正10年に馬形埴輪等がW土した（註11)。この他、堡

山古瑣1ま、径31mと推定される 1月墳であ り勾玉等

の出土が伝えられている（註12,0

また、榛沢郡正倉に比定される中宿辿跡から も

下序より方坦跡が調査されている。規模は一辺が

14m程であり 、出土七器は和泉期前半に位置づけ

られる （註13)。

古殷時代の集落跡の調査例も近年増加 しつつあ

る。古樅時代前～中期の集落跡と して戸森松原迎

跡、 起会辿跡（註14)、矢島南辿跡 （註15)、深谷

町辿跡 （註16)、森下辿跡 （註17)、岡部条里辿跡

（註18)、砂田前哄跡（註19)、戸森前追跡（註20)、

上敷免辿跡等がある。これらの集落は、比較的小

規模なものであるが、ヒ敷免、砂田前、岡部条里

追跡などの集落跡は、後期初頭頃にいたり規模を

拡大する。また、深谷市腐畑付近は、七師器片が

広域に採集でき 、大規模な集落追跡の存在が予測

される （註21)。

古泊後期の集落跡として、前代から継続する も

のの他、 上宿辿跡 （註22)、中宿追跡、町田西辿跡

（註23) 等があげられる。

飛烏時代後半 (7世紀後半）には、櫛挽台地上

に熊野迎跡が成立する。当珀跡は、初期評家と推

定される追跡であり 、成立当初から大規模な掘立

柱建物群や石組井戸、連房式鍛冶「．房、道路迫栴

など傑出 した迫構群が成立 し、畿内産上師器が多

砥に搬人されるなど大きな変化がなされた時期で

ある。畿内産土師器の年代観は 7世紀第 3四半期

であり、熊野迎跡の成立時期も この頃である。熊

野迎跡では、7世紀末..,__8世紀初頭頃には竪穴住

居跡主体の集落辿跡へと変化する。この頃の評 ・

郡家は、中宿辿跡紅庫群南方付近へと移転するも

のと 考えられるが、郡庁院の位迎については未確
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定である （註24)。

中宿辿跡倉庫群は、概ね 4段階の変遷を遂げ、

最終段階には、すべて礎石建物となる。介即群の

終焉の時期は明確ではないが、 10世紀後半段階に

は倉庫群内に集落跡が形成されることから、この

時期には確実に廃絶されたものと考えられる。倉

庫群が最も挫備 される時期は、8世紀後半頃であ

ろう。

中宿迎跡に隣接する岡廃寺 （註25) は、 軒丸瓦

の年代観から8世紀前半頃の創建と考え られる。

辿構としては、掘込地業を伴 う礎石建物跡が検出

されているが、 Om藍配侶は不明である。

熊野 ・ 中宿 • 岡廃寺は、櫛挽台地上にあ り、 松

沢評 ・郡家及びその周辺を象徴する官衛 • 寺院追

跡であるが、これらを取り巻くように集淫辿跡も

展開する。白山 （荘26)・ 新田（註27)・ 上宿 ・塚

東迫跡 （註28) などが、 その代表的辿跡である。

また、 榛沢評・郡家関連迎跡からl.2km東方に位

四する菅原辿跡 （註29) では、 平安時代の集落跡

の他、 10世紀代と推定される半地下式竪型炉が構

築され、鉄生産の拠点的位四を占める。この時期、

官街の衰退 ・終隔と呼応するように、 郡内各所に

鉄生産の拠点的位府を 占める迫跡が形成されるご

とは、古代榛沢郡の大き な特徴のひとつである。

（註）

I 詳細 については深谷 市教育委員会2006fF道南迫跡」

を参照 されたい。

2 岡部町迫跡晶査会2003「四十坂辿跡J
3 岡部町教行委只会2005「四十塚古けtの研究」

4 埼玉県立木）屯謀等学校考古学部 1975「いぶき 8 ・9合

併号」

岡部町教脊委員会2001「町内追跡 ll」

5 深谷市教介委員会2006「岡部町史ー原始 ・古代西料編J
6 埼 玉県立本庄岱等学校考古学部 1975「いぶき 8 ・9合

併灼rj

深谷叶i教育委只会2006 「岡部町史— 原始 ・ 古代沢料編」
7 岡部町迫跡調究会 1986「上JJ;(辿跡」

8 塩野閲2004「埼玉の古瑣」さきたま出版:r:,
9 埼玉県埋蔵文化財調奔事業団 1993「上敷免迫跡J
¥0 埼玉県埋1i没文化財調査'];業問 1995「森下 ・戸森松脱 ・

起会」
II 深谷市教育委 日会 2006 「 岡部町史— 原始 ・ 古代貧科編 j
12 

13 岡部町教脊委且 会 1995「中宿追跡ー推定樅沢祖1正紅跡

の調査」

岡部町迫跡濶査会 1997 I中宿辿跡 u」

岡部町教育委旦会)999 「中宿迫跡m」

H 註 10に同 じ。

15 埼玉貼埋蔵文 化財調行事業閉 1994「矢島酎迫跡」

16 深谷市教脊委員会 1985「深谷町辿跡J
17 註10に同 じロ

埼玉県埋蔵文化財淑究 ·J~ 業団 1999r岡部条里／戸森

前J
19 埼玉県埋 i滋文化財調査堺菜団 1 99 1 「 樋 詰 • 砂田前迎

さらに、苦原遺跡よ り、 東方 3kmにある花小路辿

跡（註30) も台地末端に位置する迫跡であるが、

9 世紀後半~1 0世紀にかけて竪穴住居跡、 仏堂施

設と推定される掘立柱建物跡等が検出 されてお

り、菅原追跡例と あわせて、 在地社会の構造的変

化を象徴する現象 と把握 したい。

一方、妻沼低地上では、中宿迫跡直下の滝下迎

跡において、従来の河川を大規模に掘削 したと推

定される河川跡 Cr竜下河川跡）が検出されている

（註31)。掘削時期は 7世紀末,..__8世紀初頚であ

る。 河川跡からの出土辿物として木製股具、祭祀

具、鉄滓、 土師器 ・須忠器等が検出されている。

また、岡部条里辿跡では、 7世紀後半頃には、

正方位より30度ほど触れる斜行溝が掘削されてお

り、8世紀中頃には、条里型地割が確認できる。

8世紀後半段階には条里型地割内に居宅跡が確認

できる。

この他、矢島南追跡、起会追跡、戸森松原辿跡、

上敷免辿跡、上敷免森下辿跡 （註32) 等で、当該

期の集落跡、条里型地割が検出されている。

跡」

埼玉県埋蔵文化財渇究事業団 1997 「砂田 前追跡」

20 埼玉県埋祓文化財渦査 1ぢだ団 1999 「岡部条阻／戸森

前」

21 平成 18年度深谷市教脊委旦会に て濶査。

22 岡部町追跡調査会2005 「上宿辿跡A地点J
岡部町迎跡苫近会2005 r上宿追跡 B地点」

岡部町追跡渦査会 1998 「上宿迎跡 F地点

23 深谷市教脊委員会 1995 「町田 西迎跡」

2~ 岡部町迎跡調査会2000 「熊野迎跡 I」

岡部町迎跡調査会2003 「熊野追跡 n」

岡部町教育委員会2004 「熊野迫跡 ]J[J 

岡部町迎跡,J¥111:会2004 「熊野迎跡NJ
深谷市教紆委且会2006 「熊野迫跡 VJ
深谷市教介委且会2006 「岡部町史― f);(始 ・古代臼料紺J

25 岡部町教育委且会2005 「町内追跡VI」
26 埼玉県教 脊委且会 1989 「白山追跡」

岡部町教脊委且会2004 「町内追跡¥'I」
深谷 rli教育委只会2006 「白 山迫跡 II」

27 岡部町追跡凋行会 1991「新田迎跡」

岡部町追跡汲究会 1999 「新田辿跡 II」

埼 玉県埋祓文化財濁究事業阿2000 「熊野／新田 」

28 岡部町迫跡濶査会2004 「塚東辿跡―第 l次凋究」

29 埼屯県埋蔵文 化財調査']}梨団 1996 「竹原辿跡」

30 平成 18年度深谷市教育委員会に て調究実施。

31 埼屯県埋蔵文化財調査*業団 1993 「原 ヶ谷戸／滝下」

岡部町教脊委は会1997 「滝下迫跡」

32 深谷市教脊委員会2005 「森下吐跡」
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VIII. 
第 3図 古墳時代後期の遺跡分布（集落跡• その他）

第 4因 古墳時代後期の遺跡分布（古墳• 古墳群）

！ 社Jt路遺跡

2 西訂W ・四}jJ!]

灸り［遺跡

3 地神 ・培頌逍鈷

4 今井粂引遺阿

5 秘張遺跡

6 川tJ田遺跡

7 久和iii遺跡

8 久下'l(遺跡

9 じ色ぶ遺防

JO下m遺跡

11 J, 久保山遺閉

12飯 E東遺跡

13ほ電F遺跡
14'1'. ヶ谷Ji遺跡

lfi雌地収跡

16四方田遺跡

17 ,U谷遺跡

16几反田遺跡

19 :, 反m遺跡

20砧1:11'1[遺跨

21 J.:. 寄遺跡

22西llli北遺跡

23・;f,'り遺跡
2,1 ,;. 和遺跡

25地神祗遺跡

26論のII遺鯰

27 ミカ神lbji/遺給

28'j'佐久保遺跡

29 fl欠遺パ
30酌沿給t遺府

31川l句遺坪

32森役遺跡
33渾IM遺跡

" 1fliim這肱

l 旭 • 小品叩
2~ 合，片墳群

3 i,111党坂占填訂

4 •IT fc I・(・遺跡

（占墳群）

5 i"i Ji I・ 戸古墳訂

6'lt富町','(/.I群
7塚心It,',項ei
8'I: 野111占墳群
9 (.[;,,-: 大●f古れ訂

10和 IJ,';JJlU
11諏；th1l1, り賃肝
12 ,1,111, 天削叫i項群
13 k!l、，しれ群
M 白石占れ群

15羽黒1JJ占頃群

16 11'1"闊占)Jt訂
11 ,r,r"-~t 古墳群
18猪俣，り墳杵
19飯塚、l;JJ):群

20船ヶ谷戸,,,.頃訂

21 匹 I・りんけ員＂
22おT'知 11占墳

23内出At.!lぼ古),
2-1 11111.!,・lj't訂
25~':i/llJ 占J負
20 r光や占J負群

3.9)[日：祁名遺跡

36 1111, 北沢遺跡

37 ,11 I令遵跡

38 出羽l~il'.t跡
39 11•! 遺跡
10 ,,:,:,. 遺跡

l1 城~t,!'I統
l2憐町遺跡

13砂田遺跡

14 1()11端遺路
15宮ヶ谷戸遺跡

jf, 新hl敷東本祁柑I
遺跡

し7L'l'<免遺跡
18 /¥ r:t rlii;i跡
¥9 ;'fl遺跡
50戸 森1111遺跡

51心会遺跡

52矢島南遺跡

53 r.i糾遺跡

5J岡部条「P遺跡

邸砂m前遺的
56町llli"i遺郎

fi7叩紅遵跡

邸 I,布遺跡

fi9 ¥'1!. 島i!!!跡
60 t1現な遺肪

61 Jll燐収跡

62如IY:・如E憎
r,3 t.,111俯跡

団むじな塚遺跡

60宮 1遠打跡
部権現党遺鈎

67~I山避跡肉双,,,西戟f,t

27茶f1111占頃肝

28 -~ 場む項訂
29 r'森占れ肝

30 J→．敷免占J.(t群

31 J:!i卯I山・JJl!!'t
32木／本占墳群

33過ノ下，，，・11t群
31小tiりfll,',憤 肝
35 !,l¥f!]山瑣群

36比目，り
37 ヶ尻占ill群

38 L:JF占Jfl許
.19セヶ瀬山瑣肝

tO J:11$古JJI群
＼］小1:1占墳群

12伊勢原占巾群

¥3赤浜山'Jftl!Y
I¥笥鯰山,JJl!f
IS i:S:,1;t 占)Jiff~

16鹿島占Jft肝
17 )・・大塚山・1a訂
) 8・! り11¥11古墳群

IQ清水111占tバ群
50姥ヶ沢占tバ群
.,1 板）卜叫n群

:;2下 Hr西灯遺跡

（注）

榛沢郡域を示すラインは近世
の郡域を参喉 したものである。

占代では、自然条件その他の
関係で、異なる部分があったと
推定される。特：こ、利根川流域
は、利根川 ・.C;Jll等の乱流に よ
り近世以前の国税（郡度）は大き

く変動している。したがって地
戌区分Vの範l用は流動的である。

。
5km 
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第 5図

（注 ））

探沢．郡域を示すラインは近ill:の郡域を参照したものである。

古代でば 自然条件その他の1i1係で、異なる部分があったと推定される。

特に、利根川流域は、利根川 ・，恥）II等の乱流により近世以前の国災（郡梃）

ぱ大きく究勅 しているC したがって地賊区分Vの範囲は流動的である，

m 2 i 
第13図のうち▲は米野窯跡群支群の位骰を、〇付数字は文群番りを示す。

Rば、桜沢支群を慈味する。

恥祈m遺跡

5り 白山遺跡
6ll 砂f!I]りIii'!郎
61 岡部条＇R遺肪

似 樋砧遺跡
6:J 員f!lll!i遺跡

61 ~-T計内涌辻跡

蒻 矢 島 南 遺 跡

肋起合腹跡

67 い森松b沿灯跡

郎森y謀跡
69 同沼 I~遺蛇

70 , •: 孤I遺跡

71 卜敷免遺跡,c ,t..~1j 「I束政跡,3 祈~\j孜 Jj(迎跡

71 祈f!l'ii遺跡

75 A 11 ,Ii遺跡

71> ·~r ヶ谷 1 •,ft跡
77 束川溢遺跡

,~1if1,l!t跡
79 ,,,; ,'r. 追跡
so城北il'l跡
81 園町直跡

82 砂Ill遺路
8:l IE小路近跡

SI /"i: 谷城跡遺跡
$5 城9町遺舛

80 !J而I遺跡

87 ..:l羅遺跡

邸内矧Ir!廃ふ“
$9 祈1,;(石迅遺跡

oo u・tfll1i漑跡

91 fl梨r迅i跡
，； むしな紺渭玲

9~ l!:(い均地収跡

91 0れl渭（忠自1跡
茄 ittl意,//11(!1tl迎防
祁 Jll溢遺跡

97 牝品遠跡
郭牝幼•f!}j夷遺跡

99 百（打木遺跡

100竹-Z.lt遺応

101 I~~\: 遣跡
102 1'1阿弥償踪

103 l"lfx. 歩北 ・東政跡

101 (!i転ヶ谷い遺跡

105謹光 .. , 恥・ヤ
]O(, 、•;内9楚＃
107祈印尖遺¥,If.
1 0~1"il'j'.J{J跡
109 1,(l:111遺糾

110籠il;l¥も¥'.11/}
Ill樋之卜遺跡

I l~ 辻遺淋
113 '・・,,Ill遺鈎

゜
5km 
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皿 熊野遺跡（立堀地区）の調査

(l)発掘調査地点の位訊

発掘調査地点は、深谷市岡2003番地である。

小字名は立堀であ り、このことから当初は立堀

辿跡と して調査を実施した。ただし、本調査区は、

熊野迫跡の範囲にあたり 埼玉県辿跡登録番号は、

o.63-I 7である ことから、今后Iの報告では、熊野

辿跡 ［立堀地区」と呼称すること とする。熊野辿

跡では、数多くの調査が実施されてお り、 本調査

区の南部には、昭和52~53年度調査地点 （岡部西

小学校敷地内） が、東部には、岡中央土地区画條

理事業地があり、多種 • 多様な迎構 ・辿物が検出

されている。

また、発掘調査地点に隣接して、 深谷市指定史

跡 「お手長山古坑」が存在 しており、 本潤査と併

行して確認調査が実施されている。 周溝が確認さ

れてお り、昭和63年度の個人住宅建設に伴う 発掘

調査成果と併せ瑣形が確定している。

(2)調究の経過

発掘調杏は、平成 2年LI月 1日から 12月27日に

かけて実施した。調査地点は、A、B、Cの3地

点ある。A地点は850nf、B地点はl'15rn'、C地点

は75m2の面積を有す。発掘調査地点の分割は、 ,11.

初の開発予定地が3節所に分散している ことによ

る。

調査地周辺は、砂利敷の筒易舗装を行う計両で

あり、 迫構、包含陀には影評を及ぽさない工事で

あると判断し、 調査対象から除外した。また、調

査対象地域とはならないが、中詰地域内には市指

定文化財（当時は町指定）「お手長山古墳」の周溝

が存在するこ とが予想されたことから、 この確恥

調査について も事業者の了承を得、併せて実施す

ることとなった。周溝確認のためのト レンチは

3ヶ所に設定 した。調査は、まず立堀地区A"-C

地点の表土除去作業から開始した。表上除去にぱ

パゾク ホー0.4を使用 した。辿構確認面は、地表

から30"-50cm下罰のソフト ローム府とし、 引き続

きお手長山古招周溝の トレンチについてもバック

ホーによる掘り下げを行った。

表土除去及びトレンチ掘削後、辿中杓確認作業を

行っ た。 A~C地点及び トレ ンチの迎構確認作業

は、 3日ほどの期間を要し終了 した。

この結果、竪穴住居跡 3畢干、竪穴迎構 5基、土

堀37基、溝 7条、 ピッ ト等が検出された。

これらの迫構については、断面図及び辿構分布

図作成と併行させながら掘り下げを行い、lI月未

には、終 （した。その後｀追構図の作成、カマ ド

の掘り下げ等を行い、12月27日には、発掘作業の

全行程が終了した。

(3) 発見された辿構と迎物

A 竪穴住居跡

本調査では、3軒が検出されている。出土辿物

はいずれも豊富である。住居跡の時期については、

9 世紀後半~10世紀前半代 と 思われる 。

[ l号住居跡］

A 区西端の e ~c- 2グリ ッドに位防する。長

軸は4.02m、短訓は3.72mである。上軸方位は、

N-98°-Eである。確認面から床面までの深さは

12cmである。床面は若T-の凹凸がある。床にはピ ッ

トが検出されているが、明確な E柱グくは確認でき

なかった。 5号溝との切合い閲係を有しており本

辿構が古しヽことが判明してし‘る。

カマドは、東壁北よりを L2m掘り 込んで構築さ

れている。袖については、確認できなかった。カ

マ ド構築材として埴輪片が多依に使用されてい

た。出土した土器類は、時期の幅が大き く、 年代

比定の明確な根拠を欠くが、 主要な辿物から9世

紀末～羽釜出現期の10世紀前半頃と推定する。

【2号住居跡】

BIC: 中央のc-10グリ ッドに位岡する。長軸は

3. 42m、短軸は2.34mである。t軸方位は、 N

70°-E であ る。 確認面から床面までの深さは16~

30cmである。床面は、ほぽ平坦である。明瞭な主

柱穴は確認できなかったが、しつかり とした壁溝

が周囲を巡な他の追構との切合い関係は無い。

カマ ドは、東壁やや南より に24cm掘り込み構築

されている。前）廷部にはピット及び上戦が検出さ

れており 、カマ ドに隈わる施設と考えられる。

迎物は住居内から比較的多く検出されている。

上師器、須恵器の土器類の他に、砥石、鉄製品

（釘？）、磨石が検出された

-9-
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第 9図 1号竪穴住居跡 。

(I号住居跡上屈説明］

¥ :,II褐色士 ローム粒、白色パミス多m含む。

2 // ローム拉、焼上位炭化物1¥'!少址含む

:l 暗政褐色t: ロームプロ ック 多炊含む やや硯買，

.j " ロームプロック少/,'c含む軟n。

5 暗茶褐色i: ローム粒、焼 l:粒少依含む。

6 焦褐色土 ロームプロック少れ含む。

2m 

A
 、_

1

ro I 

~ ペ

SD5 

(Iサ住届跡カマド［秘戎明J
l 賠灰褐色＋．

浅間A軽ぷを主体とする

2 賠茶褐色；l: 
ローム粒少m、炭化物粒若 I"含む。

:l 暗茶褐色 t
ローム粒、焼＋．粒若T含 V o

4 黒褐色十

ローム粒、焼上位多杖含む。

5 暗茶褐色 lこ
ローム柁、焼十が凶バR含む。

6 限褐色 I:
浅 !Ill 、•\ 軽右、ロームプロック少伐含む。

7 暗茶昆色 I::.
ローム粒、焼七粒少R含む。

8 暗糸褐色七．

ローム粒多位、炭化物，灰白色粘土粒

少依含む。

9 暗灰褐色J::
粘 t-: プロ ック主体。焼土粒、•'、I.託色七粒
若ド含む。カマド柑IQ)-;砒

,ii J、2WIは、 5号溝翌 J・_

・ム A
-

第10図 1号竪穴住居跡カマド

。
lm 
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l号住居跡出J.:辿物観察表

番＋｝ 堺 稲 11径(cm) 器心i(cm) 底径(cm) 色 J~ 焼）J父 胎 t 残仔祁 伽 冴

I 小n~ (9. O) 2. 7 4. 4 灰政It¥色 普通
“必、公閑、微砂ti!.、酸化欽

収1;「<J5、図示、底部l口I転糸切り未ふ1裳
粒

2 ぶi台坑 ((2. 1)) (5. 8) 灰色 将通 石炎、長石、片沢 図示20¥ 投-t

3 羽釜 研赤褐色 やや悪
石英、fり閃イi、チャート 、K

破）i 図ぷ、外uiiに煤付ぷ
石

4 杯 淡悦褐色 停通 石炎、角I閃石、微砂位 図示7、図示

5 •9Ill し (l5. 0) ((:l. 5)) 澄褐色 晋通 石炎、哀J:t、微砂粒 図示10'・覆 l:

6 j ... '< , ~" 灰色 良好 イi炎、片岩、白色粒 図ボ3匹 図ぷ

7 棧 灰白色 やや咄 イ1炎、 !:U色粒 破!,
カマド、平行＋回転ナデ、内面

,'t海波

8 甕 灰褐色 杵辿 イi炎、長イ'.i、片店 破片 カマド、外面平れ、内血紆海波， 甕 研灰渇色 将追i 右英、長右、 片,:- 破）,・ カマド、外1/ii'Vわ、内而H海波

番号 器怖 Kさ 射i 厚さ ,T(li'c イ[ 材 残1f-'-fl 備 ,. ' 
10 l:1りィ7 6.4cm 5. ,Jcm 3. 7cm 107. Sg 角閃如Irむ 1000. 図示. tiifTI状で全面窃耗

I) 11'/りィl 6. 7cm I 8cm 3 5ぐm 71. lg 角f刈安山彩 100¥ 図示、中;・1111v、‘で全面I岱耗

1号ft居跡出士船輪観察表

番号 種fJIJ 色潤 焼成 胎 じ 外面，J1'hl 内1ftiJ¥l整 残仔il りu Y-, -

12 円筒 暗赤渇色 む’辿 -{i英、角 l!~I イ；、 ハミ ス、 砂粒
紋ハケ 6+./cm、 斜(,'Lハケ 6本hm 図，,-,20も カマド内n粒横ハケ 縦 3本/cm

13 lり簡 明赤褐色 沖辿 ィi英、角i¥!I安111府粒、パ ミス 縦ハケ 6,!,:/cm 縦ハケ後ナデ 破片 Wt: 

II 円椅 明茶褐色 n好 イi炎、角収I石、 K石、ハミス 縦ハケ 6本/cm、ナデ 縦ハケ 3,!,:/cm 図示IS、渇 I:一

15 l可窃 灰赤掲色 艮好 ィi炎、角IXIイT、ハミプヽ 、砂粒
縦ハケ 6,1,:/crn、 斜位ハケ 6本/cm、

凶ふ15、没 I:
I」H横I ケヽ 縦 4本 cm

16 lり筒 叫赤褐色 井辿 イ 1-英、角 l~I安山内粒、砂粒 縦ハケ 6本/crn 縦ハケ '-l,!,;/cm 図ボ20•. カマド内

17 l'l岱i 明赤褐色 仲通 石炎、角閃’幻11,'.i粒、砂粒 縦Iヽ ケ 6本/cm 縦ハケ 3,!,:/cm 破片 カマド内

18 円筒 暗赤褐色 晋辿 ィi炎、角I刈安山必粒、ハ ミス 縦ハケ6本/('m
斜位ハケ

破片 図ボ
3本/cm-6 -+:!cm 

19 円筒 橙褐色 将辿 石炎、角I欠Iイi、ハミス、砂粒 彼ハケ 6木/cm 縦ハケ 4本/cm 破片 カマド内

20 円符 橙褐色 fl'-辿 ィi英、伯IXI安山内粒、チャート 縦ハケ 6本/cm 念1位ハケ、縦ハケ 3本/cm図示30~ カマド内、＇切船）杉

21 形鉛 赤褐色 良好 石炎、 fり収l石、ハミス 縦ハケIO本/cm ナデ I火l,1<15、カマド内

22 形象 明赤褐色 良好 石炎、角I苅安山沿粒、ハミス 紐ハケ 6本/cm 斜位ハケ 5本/cm 破片 図ぷ

23 形匁 淡赤褐色 良好 石英、角収l石、ハミス、砂粒 斜位ハケ 6ぷ/cm、ナデ ナデ 破片 凶示

24 形汝
蹄渇へ—

普通
石英、角I欠1安山:ti粒、片岩i,

ハケメ 6,1,:/cm、指ナデ ハケメ 4本/cm、ナデ 破片 カマド、馬形の鈷
橙掲色 ハ ミス

25 形匁 橙褐色 将通
イi炎、角閃安山む柁、

ハケメ 6本/cm ハケメ 3,!,:/cm 破片 カマド、馬形の鰍
!fJ; お,H打[¥,)

-18-
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(2号住居跡土庖説「月1
l 暗茶褐色土 ローム柁多；it、ロームプロック少t,,
2 時災褐色士 ローム粒多釈、焼十＿粒、炭化物粒少m含む。

3 黒褐色1~ 焼土プロック多杖、粘士プロック少1,l;含む。

4 II 炭化物、焼上粒少故含む

。
第14図 2号竪穴住居跡

oo ー

A 

53.10m 

a ． 

I邑:,_ 
Ql "" • l!> 

[ 2分住居跡上防説明）

I 研褐色士 ローム粒、焼士粒、炭化物粒少lit
2 !XI褐色十． ローム粒多店、焼 l:粒．炭化物粒少牧含む。

3 /J 焼土プロック多J,k、オ¥H:プロック少m含む

4 II 炭化物、焼 セ粒少釈含む

5 II ロームプロック、ローム粒秤F含む

6 暗；；i褐色:l:ロームプロック、ローム粒多代、粘 l:プロック少

7 J/ 白色粘・I:プロ ック 、焼十．プロック多m含が

lm 

含むC

第15図

i 
2号竪穴住居跡カマド
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第16回 2号竪穴住居跡遠物分布状況

2号住居跡出上辿物観察表

番砂 器前 l"I径 (cm) ~:m(cm) 底径(cm) 色滋 焼成 胎 上 残（f-ボ 伽 )t' ・ 

l 坪 (12 2) 、I0 6 0 昭赤褐色 良好 石英、長石、‘公低微砂粒 図ぷ:io,; 図示

2 坪 (12 3) {(3 4)) 灰赤褐色 やや悪 角I欠l石、箕母、（枯良） 図示2ぼ ~+. 
3 坪 (12 3) {(3 7)) 赤褐色 普辿 石炎、災母 (;;<J示lOOi 凶示

4 坪 (12 3) ((3 1)) 赤褐色 普辿 角I刈石、）午必、砂粒 凶示］償 柊l示

5 坪 ((I 7)) (7 0) 明灰色 晋辿 長石、片宕、酸化鉄粒 図示15%
沼七、底部回転糸切り木戯整、

A渾f

6 科台I寸皿 《19)) 明J火色 良好 ィi英、長ィi 図示15'1¥ 吸 J~、南比企か？

7 沿j台坑 (13 6) 5 5 7 I 陪必t灰色 将述i イ1-英、酪化欽粒，（粗い） 図示40、図示、末野

8 沿j台坑 (14 I) 6 2 (6. 6) 暗橙褐色 不良 石英、酸化鉄粒 図示25、カマド、酸化焔、内面に迅ね焼

き痕

g ,•::; 台坑 ((~5)) (8 2) 灰鉗褐色 やや悪 イ1-英、長イ1-、片お、酸化鉄粒 図示30~ 図示、末野

10 (.~ 台坑 (15 i) ((3 6)) 灰白色 不良 微砂粒、酸化鉄粒 図示lぽ 凶示、末野

ll ，沿台坑 (I~0) ((1 I)) 暗灰色 良好 石英、片沿し黒色粒、（粗い） 図示200. 凶示、木野

12 ,:;; 台坑 (14 !) ((3 5)) 灰赤渇色 不良 石英、酸化鉄粒、（粗い） 図ポIO% 覆土、木野

13 ギ瓶？ (10 3) ((3 S)) 灰黒色 良好 長石、片岩 図示15% 覆七、末野

1,1 ~ (19 1) (〈68)) 赤褐色 将辿 イi炎、艮七、砂粒 図示20'.I. 図示

15 甕 (18 3) 《35)) 赤褐色 将通 石炎、砂粒 図示20... 図示

16 甕 (20 6) ((7 2)) 赤渇色 仔通 石英、角I久［石長石 図示20% カマド

17 虎 ((4 S》 (5 Ol 暗渇色 不良 石色粒英、 角I又t石、酸化鉄柁｀白 図ぷ：30% 凶示

18 牲 (18. 6) ((,1 1)) 灰黄赤色 普通 角l刈石、酸化鉄粒、微砂粒 図示25'.I. 図示

19 甕 淡灰色 将通 石英、虻石片岩 破片
覆土、木野外面斗行、 内面 •廿
油波

番号 器純 長さ 飩i lがさ ,T[{jl; 石 材 残存•松 備 -Y-， • 
20 釘？ 3 9cm 0. 7cm 0 5cm 3. 3g 破）ヤ 投 K、角棒状

21 砥凸― 7 9cm 5 3cm 3 4cm 160 8g 凝灰む 投土

22 砥石 8 0cm ,1 8cm 3 1cm 109 3g 凝灰沿 疫十，

23 砥イ｛ ,J 3cm 'l 7cm 2 1cm 75. 8g 凝灰沿 図示

24 磨り石 17 3cm 11 0cm 6 2cm I 66kg 砂店 図示

-20-
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[ 3号住居跡】

お手長山古墳周溝確認のために設定された第 1

トレンチから検出された。F-9グリ ッドに位四

する。 規模は、 東壁で2.58m、南壁で2.22mが検

出されており、 確認面から床面までの深さは25cm

程である。仕居跡は全体の 1/3程が検出されて

いる。主軸方位は、N-90°-Eである。東壁にカ

マドが設け られている。

カマ ドは、燃焼部で長さ75cm、幅60cmを測る。

前庭部から燃焼部中央が浅く 掘 り窪められてい

る。カマド内及びその周辺から多砧の辿物が検出

されている。特にカマド南側に位四するピットは

貯蔵穴と推定され、 須葱器甕 ・ 坪 • 土師器甕等が

比較的まとまって出士している。カマ ド内では、

台付甕が良好な状態で検出 されている。

B 竪穴迫構

調査では 5基が検出されているD 土）11断面等か

ら判断し、 中世の辿構群 と認識した。 3号、5号

など南北の壁際中央付近に一対のピットを設ける

辿構群が、熊野追跡居j辺で調査されており 、いず

れも中世の所産 とされていることからも、こ の点

が裏付けられる。また、 追物は、極く少地の破片

が検出されているが、 古代の磁物が中心であり、

中世の追構群形成にあたり、 混入したものと考え

られる。本迎構群に限り出土追物から存続時期の

特定を行うこと は困難である。

【1号竪穴辿構l
C'"'-0-8グリッドに位性する。長軸 は3.48111、

短軸は2.40mである。主軸方位ぱ、N-22°-W

である。平面形は長方形と考えられるが西壁につ

いては検出されていない。

1号灌、3号土堺iと切合い関係を有し、本辿構

が最も古いことが確認されている。床面は、若千

凹凸があり、確認面か ら の深さは、 1 s~2ocmであ

る。出土辿物には土師器坪、 須恵器坪、甕の破片

があるが、いずれも混入品と考えられるC

[ 2号竪穴迫構］

D-7グリッドに位腔する。長軸は、 3.72m、

短軸は2.76mである。主軸方位は、 N-90°-Wで

ある。平面形は台形である。

土隙、小 ピットが伴うが、いずれも浅いもので

ある。確認面から床面までの深さは、15cmである。

出土迎物には、須恵器椀の破片があるが、混入

品と考えられる。

[ 3号竪穴辿構］

C-3~4 グリッドに位四する。 長軸は 、 3 . 42 

m、短軸は2.88mである。平面形は長方形を呈し、

主軸方位は、N-20°-E である。南壁及び北壁

中央付近に深めのピット が一対確認されてしヽる。

この形態は、5号竪穴迫構と共通する。この対 ピッ

トは、斜めに掘り込まれていることが確認されて

いる。確認面から床面までの深さは24---30cmであ

る。床面及び壁際にはピット及び上腋が検出され

た。鉄滓及び土師器片が検出されている。

[4号竪穴迫構］

C-3グリ ッドに位侶する。艮軸は、4.14m、

短軸は2.82mである。主軸方位は、N-70°-W

である。 5号滞と切合い関係を有し、本迎構が古

いこと が判明 している。確認面から床面までの深

さは I0~28cmである 。 周囲には上救及び小ヒ゜ y ト

が伴う が性格については明確ではなし、0

[ 5号竪穴辿梱l
c-2,...,__,3グリ ッドに位四する。長軸は、2.82 

m、短軸は2.22mである。平面形は、長方形を呈

する。主軸方位は、N-16°-Eである。南壁及び

北壁中央付近に深めの ピットが 一対確認されてい

る。この対ピットは、垂直に掘り込まれている。

この他に西壁にもピットが検出された。確認面か

ら床面までの深さは10-30cmである。床面は、や

や凹凸がある。
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第19図 3号竪穴住居跡
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第20図 3号竪穴住居跡カマド
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第21図 3号竪穴住居跡迫物分布状況

3号住居跡出土迫物観察表

番号 器種 ロ径(rm) 器沿i(cm) 底径(cm) 色 調 焼成 胎 七 残仔ポ りi )t: ' 

I 杯 (12. 2) 1. I 5. 0 赤掲色 将辿 石炎、酸化鉄粒 図，和15% カマド

2 坪 (12. 1) (3. 9) 暗赤褐色 杵辿 ィl英、角IXI右 凶示30'¥i ~I示

3 がj台培 (15. 6) 《3.7)) 赤褐色 狩通 ィ，英、片沿、酸化鉄粒 図示65髯
カマト 、1本部に＂ふよ、酸化焔、

末野

4 坪 (13. 0) 4.0 (9. 5) 引灰色 凡好 石炎、長イ[、 J;岩 屁l示2虞 粒十、底部[r.l~ヘラ削り、未野

5 坪 ((2. l〉) 6. I 明灰色 ','朽辿 石炎、黒色粒 図示50¥
カマド、底部[PJ転糸切り ,l.;J1整、
末野

6 窃台~ 〈(3.4》 (6. l) 明灰色 普通 石英、長石、片店、チャート 図示35¥ 図示、未野

7 fが台坂i (13. 3) Iヽ.9 (6. 2〉 灰澄渇色 不良 イi炎、片沿、酸化鉄粒 図ぷ25、カマド、酸化焔、求野

8 心i台坂i 13. 3 5. 7 (6. 6) 明灰色 杵辿
ィi英、 t<イi、J,・必、県色粒、

図示90'4
図ぷ、内庇部にヘラ記号あり、

細礫 末野， 台付甕 )2.8 〈(14.3)) 陪赤褐色 良クf イ．［英、長ィi、砂粒 図示9~ ブ）マド

10 台付耗 12. 0 (05.0》 硝赤褐色 仔通 イ［炎、長石、 砂粒 図示70'¥, カマ ド

11 甕 (22. 1〉 ((6. 4》 陥赤褐色 性辿 わ炎、砂粒、酸化鉄粒 図ぷ20、図示

12 甕 (19. 3) ((5. 21〉 橙渇色 良好 石炎、角IXIィ.,.. 砂粒 図ふ25、li:t I: 

13 甕 ((3. O]〉 (3. O) 橙褐色 杵通 介炎、白色粒、微砂粒 凶示7~ 図ぷ：

l<I 瑾 (21. 2) (〈18.0)) 橙褐色 普辿
イi炎、チャー ト、砂粒、酸化

図示3~ カマト
鉄粒

15 甕 《4.3》 (7. 6) m褐色 怜’辿 石炎、角l閃,{_j、微砂粒 図示3沢 凶ぷ

16 梵 (IS. 2) (24. 7) (7. 7) P/1-橙褐色 将通 石英、 K石、砂粒｀酸化鉄粒 図示位｀ カマド

17 視 19. 3 27. 5 3. 7 暗赤渇色 良女J・ 石炎、長イ1、砂粒、酸化鉄杓 図示7~ 図示

18 小形甕 15. 3 《11.s≫ 暗赤褐色 晋illi 石炎、長イl、パミス、砂粒 図示70¥ カマド、 ・,fみややあり

19 小形甕 (14. 3) 14 3 (8. 4) 赤褐色 良好 fi炎、角I刈石、‘ぷ母 図示•1 5'4 凶ふ

20 甕 〈〈33.3)) (14. 4) 明灰色 良好 石炎、此石、片~; 図示20'li 柊lふ

- 25-
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I 邦茶褐色十．

2 暗凶掲色上
：ぅ 暗茶掲色 I::
4 黒渇色・I::
5 暗凶褐色 Iて

6 蚊褐色上

Iコームプロック宕 I"・,,.; ミス、ローム粒少11.i:含

ロームプロック少/,l::、ローム粒多屈含む。

ロームプロノク少fir、ローム粒多q含む。

炭化物、ローム粒少fi¥含む。

ロームプロック 、ローム粒多址含む。

ロームプロックをヤ．体と十る、

A . . 
53.30rn 

A' 

第24図 1号竪穴遺構
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第25図 2号竪穴遺構
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I 陪茶f~色十． ローム粒、バミス少J,I;含む・，
2 陪貨褐色J-:現代の攪乱3

3 陪茶1~色七 ロームプロック多尺含む。

4 陪黄褐色上 ロームプロックを七体と十る
5 暗政褐色上 ロームプロック少J,k、ローム粒多R含む．

。
2m 
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第26図 3号竪穴遠構
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暗茶褐色・

“ 
明茶褐色士

＂ 暗米褐色上

陪奴褐色+.

黒褐色土
// 

ロームプロック 、ローム拉多:,c含む。
ロームプロック{;'干、ローム柁多代含む。
ロームプロック若F、ローム柁少f,l:、ハ ミス多岱含む。
浅間A軽石多依、ローム粒、ロームプロック少尺含む。
ロームプロック名千含む、
ロームプロック多i叱含む。
ローム粒、ロームプロック少牧含むC

ローム粒少依含む

。
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A
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陪茶褐色 K

＂ 
明茶褐色七

" 
暗茶褐色十→

陪凶褐色土

県褐色 I:

’’ 

ロームプロッ ク｀ ローム粒多 r.~含む
ロームプロック杓 r・、ローム拉多R含む。
ロームプロックオ年1又 ローム拉少尿、ハミス多依含む
浅l:IIA軽石多依、ロ ーム粒、ロームプロック少危含む，
ロームプロック若T・含む，
ロームプロック多紘含む。
ローム粒、ロームプロック少R含む
ローム粒少杖含む。

第27図 4号竪穴遺構 n̂"
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I '.l¥褐色
2 賠笑渇色士

3 

4 県褐色{-

5 賠茶褐色十-
6 研笈褐色士

7 黒褐色士

゜

tJームプロッ ク、ロームt:r.多れ含む。

ロームプロック ．ローム粒多炊含む。

ロームプロック、ローム位多!,t含む。
ロームプロックの混人は、 2層より少ない。

ロームプロック 、ローム粒少R含む。

桟問A軽石少i1(含む
ロームプロック多rt含む。

-—ーム柁少q含む

2m 

第28図 5号竪穴遺構
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第29図 竪穴辿構出土迫物

1号緊穴俎構迎物観察表

沿乃 器純 日径(cm) 器必 (cm) 底径(cm) 色，羽 焼成 胎 土 残{+ボ

I 奸 (JO. 9) ((3. 0)) 淡赤褐色 将通 ィ1がふ角IXIィi 凶示13',

2 心i台炒 《2.~)) 5.9 掲色 やや悪 ィi英、反石、片岩、酸化鉄柁 図ぷ95'1.

.3 r:'!i台加 (13. 6) 《I.7)) 明灰色 良好 ィi炎、長石、県色粒 図示IO¥

2号竪穴辿梢迫物観察表

番り 答稚 n径 (cm) 器商 (cm) 底径(cm) 色関 焼成 胎 」； 残 (r:平

"'」
名・

4 困i台坂 (16. I) ((I 8)) 明灰色 fl'通 片岩、県色粒 図示JO", 沌十．、」こIf,•/!

3号竪穴辿構観察表

沿号 堺 柚 II径 (cm) 器邸 (cm) 底径km) 色調 焼成 胎 ヒ 残f糾1 lliii )t＇ • 
5 杯 (13. 5) (〈33)) 橙色 杵通 イ崚ふ角IXIイi、徴砂粒 図ぷ$'li 没 t:

6 鉄滓
艮さ (cm) ~i,i (cm) f<f-さ(cm) if(さ(g) 磁ぷII兵中 柑H、 ~;'r:発泡、鉄塊系迅物 ？

2. ,1 2.0 1.8 IO. 6 

4号竪穴迎梢競察表

番打• 器 桃 長さ (cm) 船 (cm) ＂：さ〈 ¥'rn) ,re さ(~) 磁杓度 胎 Iて 残{f.片(-¥ 伽 Y-' ・ 

7 羽n 5.6 4.0 3.0 微砂粒、スサ 破｝ヤ 図示

8 鉄塊系辿物 2.S 2. 3 I 8 16. 8 弥 没 I:、./;「の'.,.,氾、 ((l.裂， 不明鉄製品 5. :l l. I 0. 8 10. 5 破）i― 投七、片側沿部姐lflll、中央部糾広

10 不明鉄製品 3. 6 0. ,, l. •1 l.・1 波片 }Q l:、断面方形で怜状、 iP

- 31 -



C 土堀

A"-C区で検出されている。切り合い関係等か

らすべて中世に属するものと推定されるが明確な

時期等は不明である。 出土迎物は、 竪穴迎構同様

少岱であり、 古代のものも含んでいるが、混入品

である。規模、主軸方位等は以下のとおりである。

土堀f群の うち、明 らかに近現代とされる ものに

ついては、 省略する。

い 号土堀】

A区東部に位腔する。 C-7"--'8グリ ッドにあ

たる。 2号土腺と重複しており、 本迎構が新 しい

こと が確認された。

規模は、長軸3.90m、短軸84cmを測る。主軸方

位は、N-13°-Eである。平面形は長）う形を呈

する。 確認面からの深さは48cmを測る。

【2号土枡t】
A区東部に位説する。C-8グリッドにあたる。

2号土堀は、 1号土腋よ り古いものである。西部

は 1号土救により切 られているが、平面形は、杓

円形が想定される。 規模は、長軸 （現存長） l. 26 

m、短軸がl.14mである。 確認面からの深さ はJS

cmである。

[ 3 号土翔~]

A区東部に位囮する。C-8グリッ ドにあたる。

l号溝と切り 合い関係を有し、 本土堀の方が新し

いことが確認されている。規模は、長軸3.6m、短

軸90cmを測る。主軸方位は、N-90°-Eである。

平面形は、 長方形を呈する。 確認面からの深さは

42cruである。 西壁の立ち上がりは直であり 、東壁

はなだらかである。 土府堆相は、西方から流れ込

んだ状態が確認されてI., るヽ。

【4号土腺］

A区東部に位四する。0"-E-7グリ ッドにあ

たる。 5号土樅と直複 しており、 本追構が新しい

ことが確認された。辿構の一部が調査区域外に延

びているため、全体像は不明である。 規模は、長

軸（現存長）5. 16m、短軸90cmを測る。主軸方位

は、N-5°-Eである。七猥底面には段差があ

り、さ らに重複がある可能性があるが、断而では

把握できなかった。土阿堆柏状態は、自然堆積と

いうよりも人為的なものである可能性が問い。

(5 号土椋~ ]

A区東部に位憫する。D-7グリッドにあたる。

5号土破は、4芳土腺より古いものである。規模

は、 長軸（現存長） 2. 22m、短軸!.62mを測る。

平面形は不賂形を呈する。主軸方位は不明である。

[ 6号土昴rl
A区東部に位四する。D-7グリッ ドにあたる。

7号土翔いと重複 しているが、新旧関係については

来確認である。平面形は長方形である。規模は、長

軸4.32m、短軸92cmである。主軸方位はN-!0° ― 
Eである。確認面から底面までの深さは48cmであ

る。

【7号土吸J

A区東部に位骰する。D-7グリッドにあたる。

6号土塙と訳複しているが、新旧関係は未確認で

ある。平面形は長方形である。規模は、長軸4.32 

m、短軸72cmであ る。 主軸方位は、N--t1°-E 

である。

【8号土炉没］

A区東部に位附する。C-7グリッドにあたる。

9号土横と正複関係にあり 、9号土溜の下庖に存

在することが確認されている。規校は長軸（現存

長） 2. 58m、短軸96cmである。平面形は長方形で

ある。主軸方位は、N-80°- Wである。確認面

から底面までの深さは30cmである。

【9号：ヒ唆］

A区東部に位四する， C-7グリッドにあたる。

8号土腋と重複関係にあ り、本姐構は8号土樅の

上恩にのる。規模は長軸2.40m、短軸1.20mであ

る。平面形は長方形である。主軸方位は、N -16°

-wである。確認面から底面までの深さは12cmで

ある。

【10号士堀］

A区東部に位置する。C-D-6グリ ッドにあ

たる。 2号溝と 重複閑係を有し、本辿構が新しい

ことが確認されている。北端は調査区外に延びて

おり 、南端は 2号溝に切られているため全体像は

不明である。また、本辿構南部付近では、別の土

檄との直複関係があると想定されるが、新旧の捌

係等不明である。 長軸（現存長） 3. 12m、短軸90cm

- 32-
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ローム泣 ロームプロック． ハミス多れに含む，

阻色七栢 r・含む。
ローム粒、ロームプロック多r,t含む。

ロームプロック、ハミス多位含む．

ロームプロック多欣含む，やや軟問。

ロームプロック多址含む。

ロームプロッ ク、 ローム粒多址含む。

ロームプロ ック 、ローム拉多炊。

1

2
3
4
5
6
7
8

9

 

陪茶褐色上,, 
暗依褐色 k,, 
賠茶褐色 t
茶褐色＋，

賠凶渇色上

暗茶褐色＋．,, 

SOI 

l
什
¥
+|
'A
「
¥
口

¥

sx
 

A . -. 
53.40m 

昌
ローム粒、ロームプロック多代、快十粒、ハミス少q含む。

ローム粒、ハ ミス 多批に含む。

0ームプロック多代含む。

ロームプロック多•しt含むs
ームプロ ック、 ローム粒少屯含む。

ローム、ハミス多代に含む。

ロームプロック、ローム粒多閲

ローム粒、ロームプロック若f・含む

ロー1.粒、ロームプロック少R含む。

A' 

第31図 3号土壊
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茶褐色 I:

辟茶褐色・[:

暗凶褐色七

暗褐色 I:
陪凶褐色ヒ

陪茶褐色 k

陪汝褐色七

陪茶掲色t

It必掲色 ヤ・
茶褐色 I:
黒褐色 L

糀凶褐色 七

＂ 

ローム粒、ロームプ"ソク、ハ ミス多1,1
含む。

ローム粒多''"
色土若ギ含む

ローム粒多lil:、ロームプロック若1"含む"

ロームプロック多r,t含む

ローム粒多m、炭化物少lj1;含む。

ロームプロック、 Uーム位多址含む、

nームプロック 、ローム粒多fl{,粘性あ

り。
uーム粒多li1:含む，
ロームプロック ｀口・-ム粒、炭化物少仇

含む。
ローム粒多杖含む

ロームをt体とする。

ロームプロック、ローム

若干含む。

ロームプロ ック少m含む。

ロームププロック、ローム粒多R含むc・

ームプロッ ク少釈｀烈

多＂し 、炭化物

。
2m 

第32図 4・5号土堀
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である。 主軸方位はN-lOつーEである。確認面

からの深さは5cmと浅い。

(11号土腺］

A区東部に位四する。D-6グリソドにあたる。

2号溝と重複関係を有し、本迫構が古いこ とが確

認されている。10号上り廣同様、北部は調査区域外

に延びてお り、 南部は2号溝に切られているため

全体像は不明である。規校は長軸（現存長） 3. 00 

m、短軸85cmを測る。 主軸方イ立はN-11°-£で

ある。確認面からの深さぱ 5CUIと浅い。

[ I 2号土堀］

A区中央部に位四する。 C-6グリ ッドにあた

る。近現代の土腐と切り合い閲係を有 し、 本土啜

が古いこ とが確認されている

規模は長軸 （現存長）2. 70m、短軸1.38mを測

る。平面形は長方形を呈する。主軸方位は N-

90°-wである。 確認面からの深さは24cmである。

(1 3号土り~n

A 区西部に位骰する 。 C-3~4 グリッ ドにあ

たる。 規模は長軸3.12m、短軸1.14mを測る。平

面形は長方形を呈する。上軸方位はN-72°-W 

屯ある。 確認面からの深さは24cmを測る。

[14号土救】

A区西部に位辟する。 C-4グリッ ドにあたる。

規模は長軸（現存長） 3. 54m、短軸99cmを測る。

本辿構の北方は、調査区域外に延びており 、迎構

の全体像は不明であるが、半而形は、ほぽ長方形

を呈するものと思われる。主軸方位はN-20° -E 

である。確認面からの深さは30cmを測る。土陪断

面の観察から、南方から埋め戻されたものと推定

する。

【15号土殷］

A区西部に位四する。C-----D-5グリッ ドにあ

たる。 規模は長軸（現存長）2. 88m、短軸78cmt:J

測る。本追構の南方は、潤杏区J成外に延びており、

辿構の全体像は不明であるが平面形は、ほぼ長方

形を呈するものと思われる。主軸方位はN-20°-

Eである。確認面からの深さは30cmである。

{ I 6号土附in
A区東部に位岡する。D-6----7グリ ッドにあ

たる。規模は長軸2.70m、短軸I.80mの不挫杓円

形を呈する。主軸方（立はN-45°-W である。

ピット2基と屯根しているが新旧関係は不明であ

る。確認面からの深さは18CIJ1である，

[17号土痰］

A区東部に位岡する。D-6グリ ッドにあたる。

規校は、長軸2.28m、短軸2.16mである。平面形

は円形に近い。主軸方位はN-60°-Eである。

確認面からの深さは20cmを測る。

【 18号士り~( 】

A区東部に位四する。0-6グリッ ドにあたる。

規模は、長軸3.12m. 短軸2.28mを測る。平面形

は、杓円形である。主軸方位はN-75° -Wであ

る。確認面からの深さぱ30cmを測る。

[ 19号土樅l
A区東部に位笠する。[)-7グリッドにあたる。

規模は、長佃1.68m、短軸l.S6mを測る。平面形

は不整形である。主軸ガ位はN-4°ーじである，，

確認面からの深さは12cmを測る，

【20号土脳］

A区東部に位四する。 [)-7グリッドにあたる。

規模ぱ、径1.14mを測る。平面形は円形である。

2号溝と宦複閲係があり 、本辿構の方が古いこ と

が確認されている・,確認面からの深さは18cmであ

る0

[21号土檄l
A区東部に位爵する。D-8グリッドにあたる。

規模は、径I.14mを測る。平面形は円形である。

確認面からの深さは12cmである。

【22号土檄l
A区東部に位骰する。D-8グリッドにあたる。

規模は、長軸1.26m、短軸90cmである。平宜i形は

栢円形を呈する。確認而からの深さは18cmである。

【23号土横］

A区東部に位骰する。D-7グリッドにあたる。

規模は、長軸I.4 lm、短軸l.26mである。平面形
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I '_(¥褐色 j--

2'』

:J Jff i/iltl色 j--

4 凶褐色 I・
;; •&茶沿色 r

ハミス多尺、 ロームプロノク -l.',r-含む．
ローム粒、ロームプロノク多~t含む』
ローム粒、ロームプロ ・ノク多1,t:こ含む
ロームプロック~- /c. 体とする
-J. プロソク、ローム9む多1,t含む

第34図 8・9号土堀

第33図 6・7号土喋
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第35図
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土伽 27: 二三'-• _,',/,,, 
2

3
4

5
6
 

茶褐色ヤ

暗茶褐色士

＂ 
" 

.'.¥¥褐色七
貨褐色t

第37図

汲fmA軽石、ローム粒多紐、ロームプロックむ干

含む．
ローム粒多炊、ロームプロックお千含む，
ローム粒、ロームプロック 'Ylit含む。
ローム粒、ロームプロック 多代含む。
Uーム粒、ロームプロック少債含む
ロームプロック t体．

13号土壊

~ 戸
~ 

~ 

53_,101r1 

三昌三言三量冒
1

2
3
4
5
6
7
8
9
 

巣掲色七

" 
陪苅杞色
汝褐色七

研茶褐色土

明茶褐色J:
ふ褐色土

" 
!.¥¥船色丈：

ハミス多量、 ロームプロンク ~','iこ含む．
ローム粒、ロームプU ック多燎含むC

ローム位、ロームプロック多讚に含む．
ロームプロ yクを主体とする

ロームプロック、ローム拉多情含む。

ローム粒多麓、ロ--ムプロ，， ク 少 Iii: 含'--'•
ロームプロック t体とする

ロームプロック多址含む．
ロームプロック 、ローム粒少最含む。

第38圏

~ 

A' 

14号土凛

A 

53.'10m 

三
A
 

A 

53. 40m 

A' 

’,
2
 

/.I.¥褐色土 ロームプロック 、ローム粒多Jrt含む，
9糾い褐色上 ロームプロック、ローム拉多1,t含む"

ロームプロックは I*iより火合い．

1
2
J
4
-
C
 

暗茶褐色 le
/I 

/I 

" 
浜褐色+.

第39図 15号土凛 第40図

ロームプロック、ローム位少泣含む。
ロームヅロック多嚢含む
ロームプロ ック．ローム粋キ9干含む．
ローム:tロック多l11:含む
ロームを中体とすろ．

D 2m 

16号土壊
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弓三A' 

A 
ヽ

, . 

暗米む色上 ロームプロック t.'キ． ロームN.パミス多対含む

暗貨褐色上 ロームプロック、ローム位多llt含む

” ロームを主体I:ナる。!11色土朽'F'il,¥入する

第41図 17号土壊 第42図 18号土喋

A
.
 

缶でm

言
一： 缶伽

冒
A 

I 黙褐色十． ロームプロソク 、ローム位若千含む。

2 暗貨!ll色 f: ロームプロックを宅体とする。

l 'II褐色-t・ ロームプロックと 1こ合む
2 " ロームプロック、 11-ム粕多lit含むし

。
2m 

第43図 19号土壊 第44図 20号土城
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は．不整円形を呈する。 確認面からの深さは10cm

である。

(24号 疇n
A区東部に位附する。D-6グリッドにあたる。

規模は径84cmである。平面形は円形を呈する。確

認面からの深さは 5cmである。

【25号土翔せ】

A 区東部に位四する。 D- 5 ~6 グリ ッ ドにあ

たる。規模は長軸l.80m、短軸I.26mを測る。平

面形は不整形である。5箇所に ピットが確認され

ている。 確認面か らの深さは18cmである。

[26号土堺，i）

A区東部に位岡する。0-5グリソドにあたる。

規模は長軸l.38m、短軸l.20mを測る。主軸方位

はN-10°-Wである。半曲形は、イ哨各円形であ

る。 確認面からの深さは12cmである。

【27号土船1)

C区中央部に位置する。 r-1グリッ ドにあた

る。 規模は長軸3.OOm、短軸1.62111を測る。平面

形は、 不整形であるC 確認面からの深さは60cmで

ある。

(28号土樅］

C区南部に位四する。 F-1 "---2グリ ッドにあ

たる。 29、31号土腺と重複 しており 、本土腋が最

も新 しい段階のものであることが判明 している。

規模は、長軸2.04m、短軸96cmを測る。平面形

は長方形である。主軸方位はN-83°- Wである。

確認面からの深さは49cmを測る。

[29号士敗］

C区南部に位四する。 F-l"--2グリッドにあ

たる。28、31号土戦と璽複 しており、本土吸は、

31号土樅より 新しく 、28号土哄より古い。

規模は長軸（現存長）2. 04m、短軸96cmを測る。

平面形は、長方形である。主軸方位ぱN-83°-

Wである。確認面からの深さは、20cmを測る。

【30号土戦］

C区南部に位附する。 F- Lグリ ッドにあた る。

29号、34号土塙と切り合い関係を有す。本土堺は

29号上檄より 新 しく、 34号土檄より古いことが確

認されている。また、30、35号土り扱上刑には、 別

の長方形土城が存在 していたことが、土同断面c-
C より確認できるが詳細は不明である。

規校は長軸（現存長） 2. 90m、短軸90cmを測る。

平面形は、長方形である。主軸方位はN-80°-

Wである。確認面からの深さは、 15cmを測る。

【31号土城］

C区南部に位骰する。 F"--G- 1グリッドにあ

たる。29号土咄と切 り合い関係を有し、29号土哄

より古いこ とが確認されている。29号十．哄に壊さ

れているため、全体像は不明である。規模は、長

軸 （現存長）3. 80m、短軸l.LOmを測る。確認面

からの深さは、20cmである。

(32号土堺］

Cl込南部に位此する。 ::!9、:30、:3:3号土檄と重複

している。 33号土腺より新 しく、 29、30号土塙よ

り古いこ とが確認されている。

規模は、長軸 （現存長）2. 88m、短軸l.08mを

測る。 確認面からの深さは、10cmである。

[33号土樅l
C区南部に位四する。 29、30、32号土樅と厖複

している。32号土檄より古く 、29、30号土城よ り

新しいことが確認されている。規模は長軸（現存

長）I. 56m、短軸80cmを測る。

(34号土哄］

c区南部に位骰する。 F-G-1グリッドにあ

たる。 30、35、36号上檄、ピッ トと の囲複関係を

有し、これらの土檄より新しいこ とが確認されて

いる。 ピット 2基との誼複関係は不明である。

規模は長軸4.56m、短軸I.58mである。主軸方

位はN-10°-Eである。確認面からの深さは、

35cmを測る。

[35号土樅］

C区南部に位四する。r,- 1グリ y ドにあたる。

34号土塙より古いものである。規模は長軸2.40m、

短軸（現存長）60cmを測る。 平面形は長方形を呈

するU 主軸方位はN-10° -Eである。
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□1 口 ＼
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5'.l-40m 

詈
A A • 一
53.'lOm 

’ A A 

53.40m 

詈 言
l 研荼Ill色t・ロームプロック IsIこ、ローム

粒多m含む
と 暗必褐色 I: ロームプロック少r,,、ローム

粒多れ、炭化物少は含む．
ロームプロック、ローム校多
,,t含む，

第45図 21号土堀 第46図 22号土堀

ト
ー
＼
一

A
-

ロ
A
[
 

・~A'
53. ~Om 

言

I l ~I 茶氾色 i: ロームプロック 、ローム粒杵

T含むV

2 ii似必氾色 1-: 0ームプロック少祉含む。

A 

53.10m 
~ '. 

胃
I I的茶祀色 K ローム.,.,、ハ ミス多1,t含む。
2 I店必褐色ヤ Clームプロノク少!,t含む

3 迅1&色+. ロームプロノク tiゃ．

1 鼻l茶氾色 I: oーム校、 9 ミヽス少t,t含む，

2 必褐色 I: uームプロック をt体とすろ

第47図 23号土城

／
 

缶Om ~--

霰
l It/茶lU色 I: , ふ ・ムp、ハミス小漬含む

2 1/f汝褐色ヤ． ，コームプロ・ノク中体

第48図 24号土城 第49図 25号土珊 第50図 26号土戦

。
2m 
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A .. 
S3. 50m 

A' 

/¥-A 

I 1/t茶褐色 I: ローム柁多代、白色バミス多紙、ロームプロック t.-T-含む
2 I行茶褐色 l: ローム泣少罰含む。
3 1/1茶褐色 I: 燎 l:tv.~;--iこ含む ロームドt、ロームプロック l';T-含む。
4 llt茶迅色 I: ロームプロック、ローム粒多既令む
5 1/f/l, 褐色 I: ロームプロック多Q含む

6 ~. 褐色 I: Dームプロックをキ体とする。

第51図 27号土漑 ~ 
,¥-,,・ 
I Iii呆褐色 I aームプロ ／ク、ロー

粒 ·i',I,~ 、 I及化物若 F含む。
2 lit茶褐色 I ロームプロ／ク 、ロー

粒多U含む
3 lff染渇色 I ローム粒多費含む．
I t仔茶褐色 I ロームゾロ ',Iク．ロー

代多『含む
m褐色 l: ..,_, ・プロック 1;,F. 

ームf:''.少店含む
6 !.II褐色 I a-ムプロック少炊含む。
7 Ill茶11.l色 l:ローム粋多R、ロームゾ

ロンク少m含む。
8 '行 ~'till色 I. 炭化物少n、ロームプ 0

ック少Ill含む。
9 llt条11.l色 f: ロームプロック、ローム

位多R含む，
10 ;_11渇色 I'. o ームプロ•ノ ク 多依含む。
11 I行茶褐色L ローム粒多Iii:含む

I~ lit茶渇色 I: ローム*''多店含む
1:1 貨褐色 i ロームプロック t体。
II lff茶褐色 I:ロー1,tも多嚢含む
15 1/t茶氾色 I: ロームプロック (jそ)C聞）

少債含

A' 

。
2m 

出伽 且:

昌
B-fl― 

I Jif-茶渇色 J・. ローム粒多r.t、白色9ヽミス多塁、ロームプロ ・ノ ク多炊含む
2 Jif-茶褐色 I: ローム粒少依、白色ハミス少費、ロームプロ ック多は含む．
:J Jif-/1, 褐色 I: ロームプロック多R含む
4 政褐色 I: ロームプロノクを屯体と十る

C ~ -- Cc・ 
1 Jlf茶IU色ヒ ローム位、 Uームプロ 9ク多債含む

2 'lltll色 I: ロームl¥t、ロームプロンク少址含む
3 蹄茶粕色 K ロームプロック多公、ロームl・t少址含む．
4 ik.tu色 l: ロームプロックをt体とする

第52図 28-36号土堀
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第53図土服出土遺物

土腺出土辿物観察表

番刃- 器種 ロ径(cm) 沿ぶi(crn) 底径 (cm) 色調 焼 I戊 胎 七 残{rAI 伽 与

I 甕 明灰色 枡通 石炎、長ィi.J; 沿 破片 SK-I 

2 甕 灰白色 不良 石英、微砂粒 破片 SK-1、外面・、I'行、内面廿悔波、未野

3 梵 灰白色 不良 ィi炎'1を石、片店 破）ヤ SK-I、外而‘四行、内面付海波、米野

1 がi台婉 ((2. 9》 (6. 6) 明灰色 普通 長石、片沿、 )U色粒 図示15% SK-4, 末野

5 鉢 灰白色 不艮 石英、角IX!..f., 蔽片 SK-JS、瓦iH:器

6 鉄貨
外径(cm) 内径{cm) 内郭径(cm)外t及f'/.(cm)文字r/.Ccm)

収さ2.4g, 材質（鉗製） JO~ SK-11、元数通m初ti!年1078、北宋）z.,16 1. 89 0. 65 0. 12 0. 08 
.... 一し—·ー"一—

[36号土樅J
C区南部に位骰する。G-1グリ ッドにあたる。

34号土樅よ り古い。長軸（現存長） l. 62m、短

軸96cmを測ふ 主軸方位はN-10°-Eである。

D 溝跡

1号溝

調査区東部に位四し、c---....o-8グリ ッドにあ

たる。溝は、直線的に走行し、 1号竪穴辿構、3

号土哄、 2号溝と須複 している。走行方位は、N

-30°-wである。全長14.28mにわたり検出され

ており、確認面からの深さは15--..,30cmである。

2号溝

調査区東半部に位四し、 D-6....__,9グリ ッドに

あたる。 滞は、クランク状に走行し 、 6~7 号土

咄等と切合い関係を有する。溝の東端は、調査区

東部付近で確認できた。この東端部から、 西コー

ナーまでの距離は、約28.80mであり、 走行方位は

N-75° -Wである。コーナ一部から南北方向へほ

ぽ直角に屈折し、4.2mにわたり 走行する。その後、

再び屈折 し、調査区外へと延ぴている。

3号溝

調査区西部に位四し、C-3"'-'4グリッ ドにあ

たる。溝は直線的に走行し、 4号溝と併走する形と

なる。土）図堆籾状況から、3、4号溝は、同時期のも

のか近接した時期のものと考えられる。走行方位

はN-65°-Eであり 、全長11.88mにわたり 検出

されている。確認面からの深さは30cmであるC

4号溝

調査区西部に位臨し、c-3,..__,4グリ ッドにあ

たる。 溝は直線的に走行し'3号溝と併走する形

をと る。 走行方位はN-65°-Eであり 、全長

11. 58mにわたり検出されている。確認面からの深

六は32cmである。

5号滞

調査区西部に位趾する。 1 号住 、 3~4 号竪穴

追樅等と切合い閲係を有し、溝跡の方が新しいこ

とが確認されている。

溝跡の東端は、3号竪穴迎構付近で途切れてお

り、西端は、調査区域外に伸びている。溝は、や

や蛇行気味であり 、全長12.90mにわたり検出され

ている。走行方位は、調査区東部ではN-80°― 
E、西部は、N-75° -Wである。

6号溝

調査区中央部に位四する。15号土＃炭等と貨複し

いる。溝 自体も土樅を迎結したような形状と

なっている。走行方位はN-70°-Eであり 、lI. I 

mの範囲にわた り検出されている。確認面からの

深さは15cmである。
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外域区査調

SK3 

SXl 

A A' 

53. 50m 

冒
A-A 

I 黒褐色上 ローム粒少杖含むe

2 防黄褐色土 ロームプロック 、ローム粒多1,1:含む。炭化物

少I,¥:含む。
3 暗茶褐色士 ローム粒、炭化物少1ぷ含む。

4 陪黄褐色七 ローム粒、ロームプロックを七体とする。

a e・ 
近面111 -

詈誓
B-H' 

1 !It褐色土 ローム粒若干含む。

2 暗凶褐色土 ロームプロッ ク、 ローム粒多依含む。

SD2 -----~ 
第54図 1号溝（縮尺 1/60) 
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'ia 
A' ヽ

A-A 

I 陪茶褐色 ,~● 

2 JI 

3 浪褐色土
4 黄褐色七

ローム粒少:;t含む。

ローム粒、ロームプロック 多枯含む。

ロームプロ ック若干、ローム粒少危含む。

ロームプロック を主体と するe

B
 

B― 

53.50m 

冒冒

C C' 
．．，一
53.50m 

冒
（縮尺1/60)

13-13' 

I 踏茶褐色土 ローム粒多{,t含む。

2 II ローム粒少欣含む

3 黒褐色土 ロームプロック行 「゚、ローム粒少i虹含む。

暗政褐色」ーー ロームプロック、ローム粒多R含む。

c-c' 
l 暗茶褐色 L・ ローム粒少屈含む3

2 II ローム粒少拭含む，

3 陪紺掲色ト ローム粒多絨含む。

4 " ロームプロック少屈含む。

゜
,im 

第55図 2号溝
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一

.' 

溝号3
 

L

¥
 

[

／

 

6
 

。
ー

7
 ＼

 

凶
----

A
 

A' 

53. 40rn 

言
A-A 

l 蹄茶褐色上 ローム粒子多址。
公 JI ローム粒、ロームゾロック 多iむ含む。
3 暗黄褐色土 ロームプロ ック若干、ローム粒少炊含む，

B B' 
....... 一一ー、
53.40m 

誓攣
B-B 
l 暗茶褐色土 ローム粒多紐含む。
2 JJ ローム粒少梵含む。

3 煤褐色土 ロームプロックオ打下、ローム粒少杖含む一

。
2m 

第56函 3・4号溝
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SX3 

I 

I ＇ 
I' 1, 

11 JI 

ii I ヽ

ti 11 

11 I I 
!I 

I I I 
11 I 

11 1I ' 

1'I  
I I 

SJ1 I I I I 
I I Jj 

II I 1 
II 

II 

,1 

~ 

-~ 一 _A,
53.40m 

畜
（縮尺1/40)

A-A  
l 煤褐色土 ローム粒子多れ、ロームプロック若干含む。2 貨褐色 I一． ロームプロックを主体とすな

第57図 5号溝（縮尺1/80)
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第58函 6号溝（縮尺1/60)

A 
53. 40rn・ 一

A' 

冒
A-A 

1 暗茶褐色土 ローム粒子多屈含む。

2 黄褐色土 ロームプロックを主体とする。

3 暗黄褐色 L ローム粒多吼、ロームプロック少低含む。

7号溝

C区に位四する。 F-2-----G-1グリッ ドにあ

たる。31・34・36号土腋と切合い関係を有し、い

ずれの土樅も木溝跡の上阿にのることが確認され

ている。全長6.75mにわたり検出 された。主軸方

位はN-62°-E である。断面はV字形に近い。

確認面からの深さは、約40cmであ <VO

A
 

A 
● " 

53. !iOm 

冒
＼
 

。
2m 

第59図 7号溝
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第60図 溝出土遥物 (1)

1号溝出上迫物鋭察表

巴
l
-
2

器棟

邸台Jl<i

小形士沿

暉 (cm)j器邸 (cm)

((2. ,1)) 

(3. 2) (4. 5) 

底径(cm)

8. 7 

(3. 5) 

色,;I.,

淡灰色

灰橙色

焼成

やや必

普辿

胎七

石炎、匹紙、微砂粒

石炎、魚I刈石、微砂粒

残イf-'fl

凶ふ：5ぽ

図示30!¥

伽 y' 

2号溝出土辿物説察表

ロり番
＿
3
-
4

器種

がj台埃

,i垢台琢i

詞 (cm)I器店 (cm)

《2.4)) 

((2. I)) 

底径(cm)

(6. 8) 

(8. 3) 

色訊

明灰色

PJ]灰色

焼成

普通
""一

袢述i

胎 L:

石英、県色*''°'-、白色粒

限色柁

e" ＂ 
共

J

ー ,17・一
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第61図 溝出土遺物 (2) 。
10cm 

.3・4号泄出土辿物競察表

番号 器稲 口径(cm) 器硲 (cm) 庇径 (cm〉 色潤 焼成 胎 七 残{T-平 伽 ’ , 
5 坪 ((2 4)) (8 1) 明灰色 良好 石英、長石、謀色粒 凶示25% 凶示、版部全面同転ヘラ削り、群馬ワ

6 坪 (12. l) 3 3 (7 2) 明灰色 艮好 石英、此石、片岩、県色粒 図示25'1; 図示、底部周辺回転ヘラ削り 、未野

7 杯 (13. l) (3 4) (7 8) 明，引灰色 良好 石英、涌給渭・針、（精良） 171,,s t5% 図ぷ、南比企

s 坪 (14 7) ((2 8)) 橙色 将通 石英、微砂粒 図ぷ 10~ 投七， 杯 ((I 5)) (8 5) 明赤褐色 良好 イi炎、角I刈イ1、WI良） 図示JO~ 投 K、内面放射状賠文

lO 台付甕 ((3 9)) 赤褐色 晋通 石炎、 ftiI刈石、砂柁 図示90% 図示

II 甕 (13 8) ((4 ,1)) 陪灰色 良好 石英、jと石、片店 図示15% 投七、木野

12 甕 陪灰色 将通 長石、チャート、片岩 破片 図示、外面平行叩き

13 甕 ((I I 2)) 明灰色 良好 石炎、投石、）¥・1:- 図ぷ15% 図示

14 鉄沖
艮さ 船 J'/-さ 屯さ

磁~.... , 度弱 投上、llIJ凸が 目立ち｀発泡している
5 6cm ,1 6cm 2 4cm 60. 6f: 

5寄糀出上迫物鋭察表

番号 器 種 n径(cm) 器窃 (cm) 底径(cm) 色迅 焼成 残 (i-率 と

11“
 

k
'
 

15 

17 

火容れ (9. i) 5. 9 (7, 2) 緑褐色 良好 災沿系

16 甕 灰n色 将迅i

甕 灰色 将辿

石炎、貶石、黒色粒

胎上

索地士は籾良で黙色の吹
き出し微秋 I~jぷ25~I 図ぷ 、 鉄釉 • 悩器、瀬F

:el示、外l!li'に行叩き後回転ナデ、末

野

函示、外ilfi • fl行叩 き 、内而骨海波

破片

石炭、艮石、片お 破片

番号
" .. 一

18 

利t別
●'' 

円筒

色謁I

橙褐色

焼 I戊

貯通

胎七

ィ「英、比行、角!XI石、ハミス

外面訓整

縦ハケ 6本/crn

内面濶＇整

横ハケ 4本/cm+ナデ

伽)!:・
9● , _ ___  ..:., 

凶示

-,rn-



N お手長山古墳の調査

(1)発掘調査 ・確認調査の経緯

お手長山古瑣は、岡部町指定文化財（史跡）と

して昭和54年度指定を受けている。旧榛沢郡域で

は、 寅稲荷塚古瑣と並ぶ大型の 占瑣として知られ

てきた。坦丘の一部は大きく削平されており 、拍

形について、 不明な部分が多かった。また、地元

の伝承では、墳丘削平の際、 銅椀の出土があった

とされるが、その所在は明確ではない。

町の史跡指定に先立つ昭和50年には、本庄高等

学校考古学部による瑣丘測鼠調査成果が報告され

てお り、 学術的検討がなされた。

昭和63年度には、古墳南方に個人住宅の建設が

予定され、これに先立ち周溝の一部の発掘調査が

実施されている。

発掘調査では、後円部の状況が明らかとなった。

また、この際、周溝からは上師器甕、須恵器破片

等が出土している。

その後、 平成 2年度に社員寮建設に伴う熊野辿

跡立堀地区 （発掘調査時は立堀迫跡）の発掘調査

が実施されることとなっ たが、開発予定地には、

お手長山古墳の周溝が延びていること が確実であ

り、 詳細な状況を把握するため、土地所有者であ

る新神戸電機株式会社の協力を得、町教育委員会

による確認調究を実施する こととなった。

確認調査は、熊野迫跡立堀地区の調査と併行し

て実施 した。調査期間は、半成 2年11月 1日～平

成 2年l2月27日である。お手長山古瑣周溝付近に

第 l,.__, 第 3トレンチを設定 し、 周溝の状況を確認

した。

(2)発掘調査 ・整理報告害作成の経過

お手長山古数の発掘調査は、昭和63年 5月 1日

~5 月 1 5 日にかけ て実施された。発掘調杏は、頂

機による表士の除去から行った。表土除去後、辿

描の確認を実施 した。確認の結果、縄文時代の住

居跡 l軒及びお手長山古攻周溝が検出された。

その後、お手長山古炭周溝の掘り 下げを実施し

た。周構内には、 土師器 ・ 須恵器 • 石室の残骸と

推定される角閃石安山岩が比較的ま とまって出土

した。縄文時代の住居跡からも縄文土器 1個体が

床面上から検出されている。

整理 ・報告苫作成については、昭和63年度の調

査以後、 岡部町史ー原始 ・古代賓料編等で、成果

0)一部を掲載していたが、平成18年4月 1日よ り

本格的に開始 した。出巳直物の水洗 ・注記 ・接合 ・

実測作業は、昭和63年度中に終了しており 、辿栴

図の整理作業から府手した。その後、 トレース・

執筆作業等を順次行い、平成18年12月28Elに、そ

のすべてが終了した。その後、印刷会社との契約

を締結 し、 報告甚刊行がなされたのは、平成19年

2月28日のこ とであった。

(3) 昭和63年度の発掘調査で発見された辿構と

辿物

（お手長山古瑣周溝］

お手長山古墳周溝は、後円部の うち約16%が検

出された。確認面からの深さは60cm~SOcm程であ

る。周溝底面及び立ち上がり部分にかけて ピット、

土樅が検出されているC 古瑣に（半うもの と推定さ

れるが、その性格については不則である。

周溝の立ち上がりは、内周部分は比較的緩やか

で若千の段差を有す。外周部分はやや念である。

また、 外周付近には、2箇所の規乱が存在 して

お り、 迎構の一部が壊されていた。

旧表土については、土陪断面を見る限り確認で

きなかった。この点については、発掘調査直前ま

で耕作がなされていたこと によるものであろう 。

出土迫物については、古瑣時代～近世に至るま

で年代幅のある迎物が出土している。図示しな

かったが、周溝内より角閃石安山岩が比較的まと

まって出土していか

［その他の追構］

その他の辿構として純文時代の住居跡 1軒が検

出されている。迫存状態は悪く 、柱穴及び炉跡が

確認されたのみであった。炉跡周辺から出土 した

縄文土器片から諸磯 a期頃の所産と推定される。

炉跡は、地床炉である。

また、周泄外側に土樅、溝跡等が検出された。

これらの辿構については、投土等の状況から近現

代の所産と考えられる。
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第62図 お手長山古墳発掘調査全測図（昭和63年度調否） 0 Sm 
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2
3

4

5
6

7

8

茶褐色土

暗茶褐色土

笈褐色士
県褐色土

暗茶褐色土

思褐色七
暗茶褐色土

暗拭褐色土

ローム粒子、ロームプロック 、浅IUJA軽石少杖含む。

ローム粒子、ロームプロック多:,t含むc

ロームプロッ ク主体。粘性あり 。

ローム粒子多l,t、ロームプロック店 F含む。

ローム粒了・、ロームプロック少1,t含む。

ローム粒子多絨含むC

ローム粒子、ロームプロック1'f下含む。

rコーム粒子、ロームプロッ ク多依含む。

• 巨
54.00m 

ー_Jf

C 
● ・-

54.00m 

_C 

旦一
54.00m 

o・ 

E 
・ • 一
51LOOm 

F. -

F 
• ・ ・
5,1. OOm 

r・ 

冒 。
2m 

第63図 お手長山古墳土層断面図・ エレベーション図
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第67図 お手長山古墳周溝出土造物（昭和63年度調査）
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周油出士迎物観察表

番号 器桃 ロ径 (cm) 器心i(cm) 底径 (cm) 色調 焼成 胎I: 残｛炉令i 備 均

l 小皿 (lO 0) 2 l (6 8) 災灰色 やや悪 石炎、角l刈石、渇色粒 図示25%
\~ 土 、 ヒ師質土器、同転糸切り未凋
燿,,.._＜ 

2 坪 (9. 7) (3 3) 茶褐色 良クf- 不英、角閃{ 図ふ25% 覆七

3 坪 (([ 7)) (7 0) 灰 色 普通 石英、 jを石、黒色粒 図ぷ15% 投土、同転糸切り未凋整｀末野

4 坪 (15 0) 3 7 (9 I) 明灰色 舒逍l
石炎、長石、チャート 、

図示25、投 ．ヒ、 底部同転箆ケズリ、南比企
海綿付針

5 府台坑 ((1 6)) 6 9 暗灰色 将通 右英、投石、片.¥':・ 図示90~ 投七｀末野

6 hゲえ9 ((2 3)) 汝灰色 不良 イ［英、投石、チャ ート、 片岩 &l;j<,J償 沿七し屈滅あり

7 ふ岱 (13 7) ((¥ 9)) ．． 明灰色 将通 長石、県色粒 図示'°" 投 K、末野

8 必？ 5 I 1 6 2 5 灰黄褐色 良好 索地土は村良、堅撤 図示7~ 附上、内面に取っ手、 rl然釉微依

， 坑 {(6 6)) 黄灰煎～灰 やや悪
砂粒、 バ ミス多州（ザラ つ

図示30% 吸+:.,fl/雌及ぴIf~舷あり
く）

10 甕 (19 9) 25 5 明橙渇色 やや必 石英、 角l刈石、砂粒 図示25~ 悦土、硲滅が・抒しtヽ

Jl 態｝ (20 5) 《221)) 茶褐色 将通 石英、角閃石、」と石、砂粒 図示25% 投J:

12 長顆壺 {(19 3)) 灰色 良好
右英、 片岩、長石粒多t,¥:(

図ぷ3(fl; 閉土、関部に縄LI1条，末野
粗い）

13 甕 灰褐色 抒通 イ心癸、 長イ—i 、 )ヤ岩 破片 閃十，、外面に沈線、未野

I <I 甕 明灰色 将通 石英、長右、片右・ 蔽片 覆 K、1/1滅あり｀末野

15 梵 灰色 牲通 右英、 長石、片岩 破片 閲土嵐波状文梱(t/6本、末野

16 甕 灰色 抒通 右英、長石 破片 覆土、放状よ節出6本、未野

17 甕 ．． ●● 暗灰色 良好 石英、長石、片岩 破片 疫七、外面に斜位の線刻文、未野

18 甕 灰褐色 良好 石英、此ィイ、 J,必 破片 覆土、平行叩き｀頚接合面に叩き痕

19 甕 灰褐色 良好 長£、n色粒 破片 投十．、外面平行、内面打海波，末野

20 ~ 灰色 良好 長ふ、片岩 破片 疫土、平行＋［口I転ナデ、内面1/-洵波

21 ~ ((29. 0)) (14 0) 灰色 廿通 石英、長石、片岩 図和5%
投十＿、外面J>JJ転ナデ、底部雑な手持

箆

22 甕 ((I 3 5)) 淡奴灰色 不良 髭石、片岩 、焦色粒 図示15% 柑土、平行＋臣］転ナデ、内而,'r海波

23 甕 (49 4) 《70)) 灰 色 呼通 石英、長石、片店 図示10% 覆十，、波状文悌侑lO本、木野

21 甕 《77)) (15 6) 灰白色 不良 “英、 長オ［、片岩、チャー ト 図示40% 覆 七 店 球 か,ffしい

25 甕 灰色 普辿 艮石、片岩 破片
投七、外面,y行＋横ハケ、内面がifit
波

26 糀 灰 色 良好 虻石、片岩 破片
l'.i! 上、外面'f!行＋横ハケ 、内面w海

波

27 甕 灰色 良好 石英、長石、片宕・ 破片 没七、外面'fl行、内）面材海波、木!If

28 現 灰～橙褐 将追i 石英、長石 破片 投土、 未~;c、外平行、内，'r海波

29 甕 暗灰褐色 良好 石英、長石、片岩 破片 投土、外[iii平行、内面・r'f梅波、末野

30 甕 灰色 丹f述i 石英、艮石、片岩 蔽片 投十＿、外面 't~行、内面廿海波 ，末野

31 甕 暗灰色 良好 投石、片宕、咽緻 破片
沼-t:,外 ＇に行、内N海波＋ナデ

末野

32 梵 暗灰色 灼,it!i ィi英、良心ー、片岩 破片 疫七、外面'f-行、内面 H海波末野

33 甕 明灰色 良好 長石 蔽片 覆士、外面平行、内面,'l海波下末野
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(4) 平成 2年度の確認調査で発見された辿構 と

追物

［第 lトレンチ］

お手長山古墳後円部周溝外周の確認を行うため

に設定したトレンチである。調査では、 予想どお

り周滞外周の立ち上が りを確認する こと ができ

た。 トレンチは、 幅2.Om、長さ11.4mにわたる。

表上から確認面までは、 出機によ る掘削である。

トレンチ内には、周溝の他、竪穴住居跡 l軒が

検出 されてい る。 この竪穴住居跡は、熊野迫跡

（立堀地区） 3号住居跡として取り扱う。当住居

跡からは、9世紀後半代の七師器 ・須恵器類が多

1-:i .• に出土 している。

周溝は、地表下l5...__,30cmのソフ トローム面にお

いて確認されている。確認面からの深さ は、 40cm

である。外周の立ち上が りは緩やかである。周泄

内からの出土追物は、土師器・須忠器等であるが、

いずれも古瑣築造時のものと は異なる。

竺 J3

~~! I 

□ 
A 

54.20m 

A' 

[ I号 I・ レンチ上M説明J
1 硝茶褐色 l・.表 J:li:/(旧グラウンド）

2 茶褐色 K ロームゾロック．ローム椋

多硲戊間 11.•紐多欣含む。
3 賠茶褐色上 ロームプロック、ローム粒若

「含む
4 煎褐色 ヒ ロームt砂 :,t含む。

5 暗茶褐色・!・ ロームプロック、ローム粒少

炊含む．

6 •ff 凶褐色+ ロームプロックセ依
7 暗茶褐色1: ロームプロック 、ローム粒咋

r含む。

8 II ロームゾロック少；Jば含む。

9 !.U褐色 I: ロームプロック 、ローム粒多

依含む，

10 附汝褐色 I: ロームプロノク多1,t含む，

第68図 お手長山古墳第 1トレンチ 。
1m 

Am¥ 

~ \ \ ~, 

一 ＼
 

2 昭茶褐色-t-.
3 賠褐色士

4 !.¥し褐色土

5 pむ茶渇色」；

6 硝凶褐色 I:
7 II 

□三三"

(2号トレンチ士MふIJll
l 暗茶褐色+. 1.k間A軽石、ローム粒多1,1

に含む。

1 >aよりやや暗。
ローム位ロームプロック

オ','F-含む

焼 Kプロック 、炭化物粒を

多応こ含む。

ローム粒多低に含む。

ロームプロック若下含む，

ロームプロック 、ローム粒

多ii'(に含む

第69図 お手長山古墳第 2トレンチ
。

4m 
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【第 2トレンチ】

お手長山古坦後円部の規模と周溝外周の確認を

行 うために設定 したトレンチである。トレンチは，

幅 2m、長さ 12.5mにわたる。 表土から確認面ま

では重機による掘削である。

トレンチ内では、周滞内周 ・外周それぞれの立

ち上がりを確認するこ とができた。 周溝は、地表

下40"-50cmのソフトローム面において確認されて

いる。内周、外周 とも に立ち上が りは緩やかであ

り周溝底面は、坦丘側の方がやや浅くなっている。

トレンチ設定は、括れ部付近を想定 したもので

あったが、後円部径が予想に反して人きく、 想定

した箇所と は異なるものであった。

山土迫物は、 土師器 ・須恵器等であるが、いず

れも古瑣築造時のものと は異なる。

r第 31、レ ンチ】

ぉ下長山 占瑣前方部の状況を館認する にめの ト

レンチである。ほぼL字形に設定 した。 トレンチ

の規模は、南北方向で長さ 15.6m、東西方阿で長

さ12.24mであ り、輻 2mである。表土から確認面

までは、重機による掘削である。

トレンチ内では、前方部北コーナーの状況を確

認することができた。コーナ一部には、艮軸3.9m 

（東西）、 短軸2.Sm (南北） の長方形の突出部が

付随することが明確と なった（短軸については北

限が確認できなかったため推定値である）。この突

出部は、前方部から一段低くなっている。周溝は、

地表下40"-50cmのソフトローム面において確認さ

れている。

周溝は、南北方向の トレンチでは、比較的念傾

斜をもって立ち上がり、 東西方向では緩やかな傾

斜である。 底而は比較的平坦である。

出土辿物は、土師器 ・須恵器等であるが、いず

れも古瑣築造時のものと は異なるで

(5)発掘調査 ・確認謁査から推定されるお手長

山古切の規模と年代

昭和63年度の発掘調杏 • 平成 2年度の確認調査

により、 墳丘の形状及び周滞の状況笠が、ほぼ確

定した。これらの澗査成果によれば、後円部径37

m、前方部長12.5m、Jt49.5mの後円部の短い帆

立貝式古瑣であるこ とが判明し、現仔する拍丘か

ら想定 される瑣形 とは大きく 異なるも のであっ

た。これらの規校から、 当古墳は、旧榛沢郡域に

おいて 6世紀後半代の築造と推定される寅稲荷塚

古墳に次ぐ規模を有する こと が明確となった。

出上迫物については、時期を明確に確定するも

のは少ない。古坑時代後期の追物としては、第64

図No.10の土師器甕等が該当すなまた、埴輪につ

いては、発掘調査 ・確認調究あわせて皆無であっ

た。このことから、本古墳については、埴輪を伴

わない時期のものと判断した。

また、石室の残骸と推定される角閃石安山岩が

現在も散乱している こと、銅椀出上の伝承がある

こと 、埴輪が樹立されないこと等を勘案すると 、

6世紀末..,,_,7世紀初頭頃の古墳と想定する。

周溝から出土した辿物については、その多くが

7世紀末～中世にかけての所産であり、古瑣築造

を示す辿物とは考えられず、周辺の住居跡等から

の流人か、 古瑣築造後、 瑣丘周辺で行われた行為

によるものと推定されるのである。

た、当古瑣に近接する熊野辿跡（立堀地区）

1号住居跡は、住居跡自 体の時湖は、古瑣築造時

期とはかけ離れている ものであるが、カマド補強

材として使用されている埴綸は注目に値する。

これらの埴輪については、発掘調査 ・確認調査

において埴輪の出土がみられないことから、お手

長山古瑣に樹立されたものと いうより 、周辺古珀

から採取されたもの と考えている。
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第70図 お手長山古墳第 3トレンチ

(A-A吐約説明1
I 研茶褐色士 及土M(旧グラウ ン ド）

2 船褐色土 ローム拉少代、焼七粒箔 F含む。

:i I/ ローム粒少{'{、 2悩より色図陪。

,4 II 11 、ロームプロック少比含む。

5 賠茶褐色上 ロームプロック主体。

6 茶褐色七 ロームプロッ ク 1叶礼

7 Pff茶褐色七 ロームプロック 、 ローム粒少 lit含 '-'•

[ B -13 • :i~~ 説明1
I 暗茶褐色七 浅間A軒介、ローム拉多 I~含む

'L 暗茶氾色 f: 2屈よりやや陪

3 賠褐色.l・ ローム粒、ロームプロック和 I'含む

,1 ~.I. 浪褐色十． 焼＋．プロ ック、炭化物を多1,1:に含む。

5 II t:lーム粒多杖含む 軟質

6 賠貨褐色l: ロームプロ ック苓 r-含む＾

7 II 口ームプロ ック、ローム粒多ば含むU
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第73図 お手長山古墳第 3 トレンチ出土遺物 (1)
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第 lトレンチ出土辿物観察表

番号 器 種 n径(cm) 器商 (cm) 底径(cm) 色ぶ 焼成 胎上 残({率

''" 
;<, -

I 杯 (I I. 7) 3.3 褐色 挫通 石英、角i刈石 図示25',, 凶示

2 坪 (I I. 6) 3.9 茶褐色 良好 伍炎、角i閃石、（精良） 凶示20'I. 弔斤

3 杯 (l l. 8) (3 5) 灰橙褐色 '/~· 通 石英、 Jを石、 角lll!-fi 図示20'¥; 図ぷ

4 坪 (14. 7) ,1. 9 町褐～茶
将i瓜 石炎、角l刈石．白色粒 図示40¥ -}舌

褐

5 坪 ((2. 8)) (8. 9) 明灰色 良好 布英、長（了 凶示10¥ 図示｀底部無』整，,k野

6 杯 (12. 5) く(3.3)) IYJ灰色 良H イi英、投ィi、開色粒 図示]()¥, 一括、よ野

7 ,(:j台t宛 ((1. 8)) (6. 1) 明灰色 普辿
石英、長ィi、片店、酸化鉄

凶ぷ'15、図示、よ野
粒

8 絡 (16. 2) 3. 3 明灰色 沿＇・辿 石英、長石、片沢 図ぷ20¥ →括、オ3野、 紐ぱ擬宝珠， 俎 (21. l) ((2, 1)) 明灰色 良女f イi英、片t:- Jajぷ23、図示．末野

IO 函y- (20. 6) ((I 9)) 淡灰色 良好 イ「英、）.-~,、謁色拉 凶示20し l.J示｀未野

ll ハソ ウ ((,1. 6)) 明）火色 良好 石英、艮石、黒色粒 図ぷ10'¥ 括`、櫛/if状」！―しの押しり1さ文

12 鉢 (27. 0) ((,I. 2)) 淡灰色 艮好 石炎｀長石、）ヤ店 図示IOI¥, •括、末野

第 2トレンチ出上姐物観察表

番りア 器稲 [l径(cm) 岱沿i(cm) 底径(cm) 色曲 焼I戊 胎ヤ 残｛，;が (iiJ 衿

I _,ヽ＂.. , . (19. 7) ((2. 5)) 淡灰色 良女f イi炎、長石、片岩 凶示l償 図示、.{<野

2 坪 (16. 8) 3. 8 (12. ,1) 淡灰色 良好 石炎、長石、片沿、黒色粒 図示30¥ 図示、底邸令1/1i回転ヘラ削り 、求!llf

3 杯 (18. 2) 5. 4 (15. 5) 灰(~色 不良 ふ’炎、長伍、砂粒 図ぷ3()'1, ・括、底蔀令面回転ヘラ削り、末野

1 ,::j台坑 ((2. 5)) (7. O) 明灰色 不良 微砂粒、酸化鉄粒 図示15、一括、末'Jlf

5 r(':; 台培 ((1. 9)) (7, 2) 灰白色 やや:!!'; 長石、片岩 凶示20¥ →括、木野

6 紡t唇Jjc 設さ 船 似さ
明灰色 良好 イi炎、 1-c石．油柘11'-/・$1ヽ S0'4 9括、 須忠bj;(Jう11'¥:部を転用、南比企

6. 9cm 7. Ic・rn 0. 7cm 

第 3トレンチ出土迎物観察表 (l)

沿り一 器種 II径 (cm} i6(./j (cm) b'l: 径 (cm) 色ぶl 焼I戊 胎上 伐｛がお Wi Y-＇ -
I 小Illl 10. 7 2. 8 6.6 明橙褐色 晋辿 石炎、微砂粒、酸化鉄粒 図示90、周溝内、上師質、同転糸切り¥謁整

2 1-・.s台碗 {(2. 3)) (7. 7) 
灰橙～灰

やや悪
石英、角閃石、ハミス 、酸

凶示40ヽ I刈溝内、上師w、内I配(¥色処Jll!
黒 化鉄粒

3 岱台埃 ((2. 5)) (7. I) 橙褐色 やや悪 イ［英、長イi、砂粒 図ぷ：20', 周構内、 K師質、原滅あり

-I 長類柑i ((3.1》 (8. 5) 淡灰色 良好 長石、煤色粒 図示25、周溝内、底部にヘラ記!}、群馬所？

5 鉢？ (〈27)) 6.3 淡灰褐色 将通 イ',英、‘ぶ/1):、微砂粒（精艮） 図ぷ95.. 凶示、 l. 師質、 {nl転糸切り未』整

6 坪 (JI. 8) 3.6 灰橙褐色 ィサ良 ィj炎、角閃石、砂粒（粗い） 凶示90", JI,]溝内十4トレ内、 ;ljみあり

7 鉢 (23. 7) ((6. 2)) 明灰色 拌逍t 1「英、投ィ1、片沿、県色粒 図示IO'¥, 1・,:J示、 Aさ肝

8 鉄沖
長さ 幅 JI/さ ,nさ 磁芥度

•括、発泡 ． 凹凸が目ヽ·i:-つ
6.2cm 4 6cm 3. 0cm 98. lg 弱

第 3 トレンチ出士辿物絞察表 (2)

番月 器 種 n径 (cm) 澁心i(cm) 底径(cm) 色ぷl 焼成 胎 J: 残（や令 伽 )'.， ・ ， 1)、Jlll ((1. 1)) 4. J 灰褐色 将辿 ィi英、柔臥、（籾良） 凶示SO'I' 図示、 l: 帥質、回転糸切り木ふ村名

IO 心i台廂 《25)) (7, 8) Iり妙'i赤色 やや應
石英、角以Iィi、酸化鉄粒｀徴

図示3び t~, 示 、 日}Ii質
砂粒

II ~ 明灰色 良好 イ；英、片r:- 破｝ヤ 図示、餃状文5~7 条 ・ ！段、末野

12 釘 ？
長さ 節 i'l-さ “さ 破）ヤ ・括、先瑞，'ffi尖る
8.0crn 1. 0cm l. 0cm 12.Sg 

13 不明鉄製品
長さ 船 ”：さ 代さ

破片 一括、 [(!_'Plが ffし＼ヽ
6. 7cm I. 3cm I. 1cm 25.5g 

14 刀予
駐さ 幅 )'/. さ

出さ4.21, 破片 ・括、}J部と牛部先雌部欠m
3. 5cm I. 2cm 0. ,1cm 
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V まとめ

(l) 熊野迫跡立堀地区の調査

本調査では、A-----C地点において、迫構 ・辿物

が検出されている。

古代の主要辿構として竪穴住居跡 3軒がある。

1号住居跡は、A地点の調査区西端に位四する。

出土 した迎物は、土師器 ・須恵器の他に埴輪片が

カマ ドの補強材と して使用されていた。

土器類は、年代幅が広く竪穴住居跡の年代は、

明確ではないが、9世紀末...__I 0世紀前半を想定す

る。

また、カマ ドの補強材として使用 された埴輸は、

貼付口縁を有する特徴的なものである。この種の

埴輪は、前橋市綿負観音山古瑣、同金冠塚占拍、

藤岡市七輿山古坦など上毛野方面に散見される。

さらに、 本住居跡出土の埴輪の胎土に共通する

のは、 角閃右安山岩を混人すると いう点である。

主に上毛野から武蔵北部の利根川流域に分布する

ー群であ り、以上の点から埴輸が樹立された古瑣

被葬者は、 ヒ毛野方面と の強い関連性を窯う こと

ができる。 当住居跡出土の埴輪が樹立された占坦

については明確ではないが、角閃石安山岩の混入

から 6世紀後半以降の年代が想定されるものであ

る。近接するお手長山古珀もその候補となるが、

2次にわたる周溝の調査では埴輪が全く検出され

なかったこと、 現在においても埴翰の採集がで七

ないこ と等を考屈した場合、その可能性は低いも

のと考える。

2号住居跡からは比較的まと まった迫物が出士

しており、 土師器 • 須恵器 ・鉄製品 ・砥石等があ

る。土師器坪は、底部平底のものが主体であり、

底部の縮小傾向、体部が大きく l狙く等の特徴から、

臼田編年＼渭期に該当するものである。また、｛本部

が大きくへら削り 調照されるNo.1、3等の存在は

北武蔵型杯の型式組列の最終段潜に近いものであ

ろう。土師器甕は、前段階に比較 しコの字の形態

が崩れ気味となっている。須恵器邸台婉は、ほぼ

末野産であり、土師器の年代観と即船はない。

3号住居跡は、お手長山古坑第 1トレンチで確

認された住居跡である。土師器坪・甕、須息器坪・

甕等が出土している。それぞれの器種の形態等か

ら2号住居跡に近い年代が想定される。

(2) お手長山古墳の発掘 ・確認調本

お手長山古瑣の調査は、昭和63年の発掘調査 ・

平成 2年の確認調杏と 2次にわたる調究において

墳形が確定した。これらの澗査成果によれば、後

円部径37m、前方邪長12.5mの 「帆ヽ ）具式古瑣」

である こと が明確となった。また、先述した よう

に埴綸を伴わない古瑣である こと等を岳廊した塩

合、 7世紀前後の年代を想定 してよいであろう。

周溝毅土からは、多琺の土師器 ・須恵器類が出

土したが、明らかに時代の異なる ものが多く、 古

拍築造段階の追物については明確ではない。 この

点は、当古坦周辺で、祭祀等が後世においてもq-

われていた可能性を暗示するものである。

櫛挽台地北縁部の古団に関する発掘謁杏は、昭

和63年度のお手長山古瑣を琳矢とし、 僅かなが ら

であるが、進展 しつつある。 この問、熊野 ・中宿

辿跡をはじめとする榛沢評 ・郡家関追跡群の調査

も実施し、古瑣時代から律令期への移行について

論ずる土台が隧いつつあることは、旧岡部町時代

からの発掘調査の大きな成果と 言えるであろう。

本地域の首長降の変遷は、横矧板鋲留短甲 • 五

鈴付鏡板を出土した四十塚古坑築造 (5世紀末頃）

以降から明確化する。その後、6世紀後半に寅稲

荷塚古瑣（前方後ILJ瑣Sim)、7世紀前後の時期に

お手長山古坦 （帆立貝式古屈49.5m)、7世紀前半

代に内出八幡塚古瑣（円瑣33m)、7世紀中頃に愛

宕且l古炭（方珀37m)という変遷を辿る。

このよ うな連続的な首長幽の系諮を辿れる地域

は、榛沢郡域では、当地域のみであり 、古拍時代

首長の伝統的勢力届盤のも とに、旅沢評 ・郡家が

戎立することが考えられるものである。

今後、当地域における有力占第の内容について、

さらに確認作業を行い、よ り綿密な首長降系列を

調査する ことが大きな課題となろう。
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第 1トレンチ

第 31--レンチ

0 8m 
I ,. , .... , I 

第75図 お手長山古墳墳丘測量図（縮尺1/400)
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写真図版



図版 1

A区令批 調ft風談（南より ）

A区西部の追構群 1号竪穴住居跡

:~-
、一—-,~ 雲滋岱―-

1号竪穴住居跡カマ ド辿物出七状況



図版 2

l砂竪穴磁梢 ．

5号竪穴追描 l ~ 3 · 21 号 K堀

4・ 5号土樅 6・7号上堀 .2号溝



図版 3

13号土堀

3・4号溝 C区土堀群と 7号溝



図版 4

--、し
.. -.-— -~ 

）もJ/11'/完掘状況（西方より・昭和63年度） 枯l溝完掘状況 （北）Jより • 昭和63年度）

"" . -・- ， 
- ._ "一

第 2トレンチ （北）jより）

第 3トレ ンチ突出部確認状況 （東方より） 第 3トレンチ突出部確認状況（西）jより）



図版 5

1号住居跡 (No.1) l号｛主見討跡 (No. 3) 

1号住居跡 (No.12) l乃住居跡 (No.lfJ)

1号住居跡 (No.16) l乃住居跡 (No.1'1)

l 竹•住居跡 (No.20) 1号住居跡 (No.24〉



図版 6

2号住居跡 (No.1) 、2号住居跡 (No.7) 

2号住居跡 (No.8) 2号住居跡 (No.9) 

3号住居跡 (No、l) 3号住居跡 (No.2) 

3号住居跡 (No.8) 3号住居跡 (No.8・内而の線刻）

3号住居跡 (No.9) 3脅住居跡 (No.10)



図版 7

お手長山古瑣周溝出土辿物 (No.10) お手長山古瑣周惜出土追物 (No.II) 

第 lトレンチ (No.8) 

お手長山古瑣周溝出土辿物 (No.12) 第 2トレンチ (No.2) 

第 2トレンチ (No.3) 第 2トレンチ (No.6) 



報告書抄録

ふ nが な ,; lf/l ¥ヽUさ 1+-ru,, · ) ~,Ji eよ I¥) 1: "(ながやt .:. ふI,, 11 J ., ("Jら i ) ― ’くこんょ，'さI
，・ ー ・

-,r_;; 名 熊野迎跡VII(立堀地区の調W.) • お手長山占柑 （硲掘調ff./確認調査）

一 r--•

副 密 名
-— .. ヽ

シリ ーズ 深谷市教育委且会埋蔵文化財調介報告祁

， 
巻 次 第83~

編行者名 島羽政之

編集機関 深谷市教百委目会
ー・-~-- --・ 一1ー..ー，．

所 在地 〒366・・0823 埼玉県深谷市本住町173番地 Tu04S (572) 95S 1 

， ー ••一••••一 --—•

発 行 13 ,., 切成19年 2月28日

-・・・-

しI 國-因

しょ L_.うい~さ 所しょ 在ざ,,地t, 
コー ド

所収政跡
__ ,,"ー

北緯 東経 闊査 期 間
rl叩寸 迎跡

く};)いせ: さI,ヽたJ.It A ;,:'Iベ'- '以・ ;¥ IX:85orrf 
熊野辿跡 埼玉県深谷市岡

11405 
平成 2年 II月 1日から B区115面

工場建没"'..,,.If,, 17 36°j,j'03H 139°12'53"平成 2年 12月27Hまで CV75rr1 (,t堀肌IX:) 2003番地 計I.070ボ
~ 'てながや t -.,;. ,. さいたlit人 ←いやし JJか

お手艮山古瑣 埼玉県深谷市岡
11405 18 36° 12'51 H )39゚ 14'03"昭和63年 5月 l日から 487 1r/ 個人住宅t1')くっちょう：

昭和63年 5月15日まで
発掘謁杏 2007-4番地

＇ s -r .J. D<や1こふん ~.'六よ.,.... ふがやし 』心 •

I 平成 2年ll月 Inからお手長山古坑 埼玉駄深谷市岡
11405 18 JI 

” 95m' 範囲確認
'.: ?iょ：

2003番地ほか
平成 2年12月27日まで

確認調査 --
所収迎跡 棟 別 主な時代 主な迎構 主な迫物 特記市項

〈lr, い吐 3 竪穴住居跡 土師堺
A ~ C地点の瀾克咆穴住居跡は

熊野泣跡
集落跡

奈良～ 竪穴逍構 須恵器
Iいずれも平安時代のものである。堅tて，!'t, ( 

""世
七漿 埴輪

（立堀地区）
滞跡 かわらけ

I穴迎構は、中titに屈する。

;:-f~-;~ 皇こふ』
お手長ILi古瑣

古 攻
古tu~ 周溝 七師器

後円笥l固滞の発掘謁究。ば ＼つ:,~ うさ 中世 須恵器発掘調介
I 

~ - て ft や l : ふ
古招～

トレンチ 3本を設定し瑣形を確認し
お手長山古附 占坑 周溝 ヒ師器 た。 この濶奔により全長49.Smの帆

''.... t, ょう : 中世

I 
叙恵器 I !Z'.t国尋であることが判明した。確認調査



熊野迫跡 （立堀地区）

お手長山古墳（発掘調査／確認調査）

2007年 2月28f:I 

紺集発行 深谷市教存委員会

埼印県深谷 1行本住町17 3番地
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